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はじめに 

 
日本の製造業の国際競争力を高め、更に高付加価値型へ転換させていくための産業の一

つにＭＥＭＳ産業がある。ＭＥＭＳは半導体やディスプレイに続く、第 3 の波とも言われ、

自動車部品、電機機械、精密機器・機械、化学、医療・バイオなどアプリケーションは多

岐に渡り、次世代の産業基盤として世界的に注目されている。ＭＥＭＳの実用化を促進し、

我が国製造業の国際競争力を高めるためには半導体大手企業はもとより中堅、中小・ベン

チャー企業のＭＥＭＳへの参入を高めることがカギとなり、そのための対応策が切実に望

まれている。 

東北地域では、一昨年 10月に「ＭＥＭＳパークコンソーシアム」が発足し、我が国ＭＥ

ＭＳ産業の競争力の強化とＭＥＭＳ産業の拠点形成に向け、中堅・中小・ベンチャー企業

でも製品アイディアをもって、容易にＭＥＭＳ開発に取り組める環境を整備するための活

動が展開されている。 

このような活動に資するため、本調査「東北地域ものづくり産業を支える技術ロードマ

ップ作成調査（ＭＥＭＳ産業分野）」を、自動車、情報通信、家電、バイオ・医療、エネル

ギー、産業機械、福祉、その他（セキュリティ）の各分野について、今後ＭＥＭＳ搭載可

能性のあるアプリケーションの一例を提示することにより、東北地域における中堅・中小・

ベンチャー企業がＭＥＭＳ産業に参入するに際してのヒントとなることを目的として、平

成 17年 11 月から平成 18年 3 月にわたって実施した。 

本調査の構成について、第１章では、ＭＥＭＳの概要とその応用技術、東北地域でのＭ

ＥＭＳ産業への取組について整理した。第２章では東北地域の企業のＭＥＭＳ産業への参

入状況や企業が自社で保有していると考える技術について把握するために行った企業アン

ケート調査結果とＭＥＭＳ参入／未参入企業およびＭＥＭＳユーザー企業におけるヒアリ

ング調査結果、第３章では、本調査とも関連が深いと思われるＥＵのＮＥＸＵＳにおける

ロードマップについて報告している。第４章ではＭＥＭＳユーザー、メーカー双方のヒア

リングを参考にしたロードマップを提示し、第５章ではＭＥＭＳの事業化に向けた環境整

備について検討を行っている。 
本調査のロードマップを一つの手がかりとして東北地域の中堅・中小・ベンチャー企業

のＭＥＭＳ産業参入が促進されることを期待する。 
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実施体制 
  
本調査報告書を作成するにあたり、有識者で構成する以下の検討委員会を設置し、検討

を行った。 
 
【委員長】 桑野 博喜  東北大学大学院工学研究科ナノメカニクス専攻教授 
 
 
【委 員】 
     
      宮崎 勝   株式会社メムス・コア取締役 技術開発部長 
   
      池田 修   ＮＥＣトーキンテクノサービス株式会社 技術調査部長 
 
      戸津 健太郎 東北大学大学院工学研究科ナノメカニクス専攻助手 
 
 
【アドバイザー】 
 
      出川 通   株式会社テクノインテグレーション 代表取締役社長 
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第１章．ＭＥＭＳの概要および東北地域におけるＭＥＭＳ産業の現状 

 
（１）ＭＥＭＳとは 
 

１）ＭＥＭＳの定義 

ＭＥＭＳ（Micro Electro Mechanical systems）の基本的な考え方として、例えば経済

産業省「技術戦略ロードマップ」（平成 17 年）では、「電気回路（制御部）と微細な機械構

造（駆動部）を一つの基板上に集積させた部品をいい、半導体製造技術やレーザー加工技

術等各種の微細加工技術を用いて製造される」と示されている。このように一般的な捉え

方としては「半導体微細加工技術を用いて、機械、電子、光、化学などに関するさまざま

な機能を集積したデバイス」を指す。しかしながら現在、「ＭＥＭＳ」の明確な定義はなさ

れていない。 
本調査との関連が深い「ＭＥＭＳ産業クラスター形成戦略検討委員会報告書」（東北経済

連合会・東北経済産業局・情報・生命未来型ものづくり産業クラスター協議会、平成 17年）

では、ＭＥＭＳを「半導体製造技術や３次元加工技術を駆使して小さなスペースに微小な

異種要素（電子、機械、その他）を集積したシステム」と定義づけていることから、本調

査における「ＭＥＭＳ」についても、そのように定義することとする。 
 
２）ＭＥＭＳのメリット 
「ＭＥＭＳ」は米国でよく使われている名称であり、欧州では「ＭＳＴ（Micro System 

Technology）」、日本では一般に「マイクロマシン」と呼ばれることが多かったが、最近は

「ＭＥＭＳ」もよく用いられる名称である。 

ＭＥＭＳは小型化を追求するために用いられる技術であることから、例えば、小型化に

よって駆動する部品も小さくなり、軽量化が図られ、その分、低消費電力化を実現でき、

また感度も高くなるといったことがメリットとしてあげられる。 

もう一つのメリットとしては、シリコン単結晶などの安定した素材を使用するため、製

品の信頼性が向上することがあげられる。また、複数の機能を集積化できるなどのメリッ

トもあり、ＭＥＭＳにより、製品の小型化、高性能化、高機能化、省エネルギー化等が実

現可能である。 

 
３）ＭＥＭＳの可能性 
経済産業省の技術戦略マップ(平成 17 年)によれば、各種のＭＥＭＳによる将来的な可能

性として以下のことが想定されている。 
 
【光ＭＥＭＳ】 

ＭＥＭＳ技術を用いることにより、光通信網で用いられる小型、高性能の光スイッチ

が実現し、従来の光電変換型のスイッチに比べ、省スペース、省エネルギー、低コスト

化の効果が得られる。 
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【ＲＦ－ＭＥＭＳ】 
携帯電話等のモバイル機器に用いられている高周波部品がすべてＭＥＭＳ部品に置き

換わることにより、低消費電力、低コストでの数十ＧＨｚの通信帯域が利用可能になり、

有線ＬＡＮ並みの情報伝達能力が得られる。また、同時に高周波部品の一体化製造が可

能になり、携帯電話の省電力化、省スペース化、高機能化が図られる。 
 
【センサＭＥＭＳ】 
自動車のエアバッグ作動スイッチとして既に用いられている加速度センサ等のＭＥＭ

Ｓが、より小型化、低コスト化、高機能化することで、現状では高級車にしか採用され

ていないようなセンサ（各種姿勢制御センサ、赤外線センサアレー、障害物探知用のレ

ーザーレーダー等）の小型一般車への採用が可能になることにより、交通のより一層の

快適性、安全性の向上につながる。 
 
【バイオＭＥＭＳ】 
携帯可能な安価で小型の人体の体液、人体のにおいセンサ等の検査キットが開発され、

在宅での診断や予防医療が可能になる。 

 

（出所：経済産業省「技術戦略マップ」(平成 17年)） 

 
（２）ＭＥＭＳ応用例 
今までは、ＭＥＭＳ開発者の大多数が電気・電子分野、機械分野出身の技術者であった

ため、ＭＥＭＳ技術の多くは，電子部品やセンサ、アクチュエータ（電気量を物理量に変

換する部品）など、機械、電子の分野に応用されてきたが、最近では「バイオＭＥＭＳ技

術」、「ケミトロニクス」等バイオや化学の分野とＭＥＭＳが融合した技術で、現在さまざ

まな研究が行われている。 
ＭＥＭＳ応用例の分類については、一般的には、「光ＭＥＭＳ」、「センサＭＥＭＳ」、「Ｒ

Ｆ－ＭＥＭＳ」、「バイオ・化学ＭＥＭＳ」、「熱流体素子ＭＥＭＳ」、「マイクロ・アクチュ

エータ」に分けられる。 
 

 

 5



１）光ＭＥＭＳ＜（株）富士通研究所 富士通（株）の光スイッチファブリック、高速切

替え技術＞の例： 
多チャネル光スイッチとしては世界最高（2003 年 9 月現在）となる 1 ミリ秒の切替え速

度を達成。本光スイッチの適用により次世代の光通信ネットワークに不可欠である光クロ

スコネクト装置の実現が可能になると期待されている。 
 

（光スイッチファブリックの光学系）     （光スイッチファブリック） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（出典：富士通（株）ホームページ http://fujitsu.com/jp/news/2003/09/29.html） 

 

２）センサＭＥＭＳ＜ＳＴマイクロエレクトロニクス社＞の例： 
ＳＴマイクロエレクトロニクス社の圧力センサは、高い信頼性、耐衝撃性を実現するた

めに独自のモノリシック構造を採用している。タイヤ空気圧監視システム、気圧計・高度

計（携帯電話向け）、エア･コントロール（エアコン、掃除機等向け）、水位検知等の分野へ

の応用が見込まれる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（出典：ＳＴマイクロエレクトロニクス（株）ホームページ  

http://www.st-japan.co.jp/99_07_event/ceatec2005/mems.html） 
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３）ＲＦ－ＭＥＭＳ＜三菱電機、高周波数帯域用通過/開放切り替え型ＭＥＭＳスイッチ＞

の例： 
高周波信号を通過状態と開放状態に切り替える「ＲＦ－ＭＥＭＳスイッチ」を開発。 

直流から 100GHz までの広範囲に渡って通過時には低損失で開放時には高い遮断性能を実現

するために、スイッチの駆動電極と信号線路を分離し、通過状態で交流抵抗を抑制する設

計としている。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
通過－開放を切り替えるスイッチの構造  通過－開放を切り替えるスイッチの電子顕微鏡写真 

 
（出典：三菱電機（株）ホームページ

http://www.mitsubishielectric.co.jp/news-data/2005/pdf/0215-i.pdf） 
 
４）バイオ・化学ＭＥＭＳ＜日立製作所・遺伝子検査デバイス＞の例： 
遺伝子検査は今後、医用における確定診断や、各種感染源の特定、食品検査・個人認証

など、その用途は急激に拡大すると見込まれており、手軽に短時間で検査可能な装置が必

須になる。そこで、遠心力を利用したカートリッジ型の前処理デバイス（写真 1）や、現場

での試薬操作を飛躍的に簡便化するマイクロ検査チップ（写真 2）を試作。これらによって

従来では半日を要した複雑な検査工程を 1時間程度で済ます見通しが得られている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(出典：（株）日立製作所ホームページ 

http://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2003/06/0619c.html) 
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５）熱流体素子ＭＥＭＳ＜松下電工・熱電発電型マイクロパワー源＞の例： 
 近年の携帯機器や小型自律ロボットなどの研究開発のために、エネルギー源の小型化に

ニーズが高まっており、この分野を総称してパワーＭＥＭＳと呼んでいる。パワーＭＥＭ

Ｓとして研究されているものに、携帯型燃料電池を構成する各種部品（バルブ・ポンプ・

燃料改質器等）と、マイクロ燃料電池、超小型ガスタービン、マイクロ発電機、マイクロ

電池、超小型人工衛星用スラスタ等がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（出典：松下電工(株)ホームページ 
http://www.fed.or.jp/salon/mems/mems03-tomonari.htm） 

 
６）マイクロ・アクチュエータ＜東京工業大学・富士通・光ディスク装置用マイクロ・ア

クチュエータ＞の例： 
光ディスク装置の対物レンズを精密に駆動するためのＭＥＭＳマイクロ・アクチュエータ

で、ＭＥＭＳの構成材料としてパラジウム基薄膜金属ガラスを用いている。微小なメカニ

ズムで大きな変位を実現するのはシリコン製ＭＥＭＳでは難しいが、このアクチュエータ

では、対物レンズを実用化に必要と言われる約 1ミクロン変位させることに成功している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（出典：富士通(株)ホームページ http://pr.fujitsu.com/jp/news/2001/10/1-1.html） 
 
 
 
 

 8



（３）東北地域におけるＭＥＭＳ産業の現状 
１）東北 6県におけるＭＥＭＳ産業への取り組み概況 

東北地域では、大学や公設試等が中核となってＭＥＭＳの産業化に向けた取り組みが進

展している。各県ごとの状況を見てみると、例えば青森県では弘前大学が中心となり基礎

研究が進められており、岩手県、宮城県、山形県の各公設研が共同でＭＥＭＳに係る研究

会を発足している。また、秋田県、山形県では、東北大学の江刺正喜教授の技術協力のも

と、様々な活動を展開している。具体的には、秋田県高度技術研究所ではマイクロアクチ

ュエータの開発、山形県工業技術センターでは試作設備を設置して県内外の企業と共同研

究開発などが進められている。また、福島県では郡山市の福島県ハイテクプラザにＭＥＭ

Ｓ試作設備が設置され、研究開発が行われている（図表１－１）。 
 

図表１－１ 東北 6県におけるＭＥＭＳ産業への取り組み 

県 主な取り組み 
青森県 ・ 弘前大学を中心に基礎研究が進行中。 

 
岩手県 ・ 岩手県工業技術センターでは、戦略的技術開発推進事業においてＭＥ

ＭＳ関連施設を整備し、酸化亜鉛の単結晶基板の応用製品開発に取り

組んでいる。 
宮城県 ・ 仙台・泉地域を中心とした、企業と東北大学との連携による研究開発

・ 泉パークタウンにおける、21世紀プラザ研究センター、宮城県産業技

術総合センター等支援機関の整備 

・ 超精密加工技術やＭＥＭＳへの取り組みの強化に向け、基盤高度化支

援センターを設立（2005 年 6 月）。 

・ 仙台市では平成 17 年 7 月、ＭＥＭＳ技術をはじめとする先端技術の

産業化研究に関して実績のあるドイツの「フラウンホーファー協会」

(※)と協力合意書を締結し、今後研究開発分野における交流を促進し

ていく。 
秋田県 ・ 秋田県高度技術研究所におけるマイクロアクチュエータ等の開発（東

北大学・江刺教授の協力による）。 
 

山形県 ・ 山形県工業技術センターにおいては、1992 年からＭＥＭＳ/マイクロ

マシン技術研究に取り組んでおり、現在、県内外の企業９社と共同研

究を実施している。これまで東北大学・江刺教授の協力により静電容

量型３軸加速度センサや高周波水晶振動子などを開発している。 
福島県 ・ 福島県ハイテクプラザ（郡山市）における研究開発が進行中。研究開

発プロセス技術グループは、赤外線を利用したマイクロデバイスをは

じめ、マイクロ構造を持つプラスチック成形技術や微細配線とマイク

ロ構造体を利用した平面的な微細センサの開発に取り組んでいる。 
（東北経済連合会、東北経済産業局、情報・生命・未来型ものづくり産業クラスター協議会「ＭＥＭＳ産業クラスタ

ー形成戦略検討委員会報告書」（平成 17 年）より作成。） 
※フラウンホーファー協会（Fraunhofer Gesellchaft） 

1949 年に設立されたドイツの半官半民の応用研究機構（本部はミュンヘン）。ドイツ国内に 58 の研究所を有するほか、

欧米・アジアの主要都市に事務所や研究所を設置（日本では、東京に日本代表部を設置）。 
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２）東北地域の大学等の取り組み 
東北地域においては、国内外の有数の研究機関等とのネットワークを持つ東北大学をは

じめとして、ＭＥＭＳ分野における世界レベルの研究者による研究開発が進められている。 
東北大学では、1999 年に東北大学未来科学技術共同研究センター（ＮＩＣＨｅ）を設置

し、産学連携が活発に行われているが、この東北大学を中心に、各大学でも産学連携によ

るＭＥＭＳに関する研究がなされている（図表１－２）。 
 

図表１－２ 東北地域の大学のＭＥＭＳ研究 

大学 主な取り組み 
東北大学 ・ 狭所作業用メンテナンスシステム（能動カテーテル、光ファイバ型血

圧センサ等）やマイクロエネルギー源（携帯情報機器用の充電不要で

長時間使用可能な小型燃料電池、ロボットや、電動車椅子用大容量・

高出力ガスタービンエンジン発電機等）の開発（江刺正喜教授） 
・ マイクロ・ナノ電気機械システムにおけるマルチプローブデータ記録

装置の研究（小野崇人助教授） 
・ マイクロマシニングによる「小形エネルギー源」「過酷環境用デバイ

ス」の研究（田中秀治助教授） 
・ 「マイクロ・ナノマシニングを用いた水晶振動子型分子認識チップ」

の創製、「水晶、ガラスマイクロマシニング」「ＭＥＭＳ用配線ガラ

ス」の製作（安部隆助教授） 

・ ＪＳＴの新規事業指向型研究開発成果展開事業（2001 年下期～2004 

年上期）を活用し、2004 年 10 月に能動カテーテルの事業化を目指

す大学発ベンチャー企業「メムザス（株）」を設立（芳賀洋一助教授）。

・ 「短ミリ波・サブミリ波帯の計測」「短ミリ波・サブミリ波帯の光源

の開発」「ミリ波帯イメージング・レーダーの研究開発」、リコーとの

ＲＦアンテナ等の共同研究（水野皓司客員教授） 
・ 「原子レベルの材料ハンドリングとその計測技術」「ＭＥＭＳによる

高速センシング」「ＭＥＭＳの情報制御技術とネットワーク化形成」

（医療やインフラ分野への応用）（桑野博喜教授） 
・ 「低損失軟磁性材料」「マイクロ磁気デバイス」「マイクロ磁気アク

チュエータ」の開発（荒井賢一教授） 
・ 「スピニックＲＦ－ＭＥＭＳ」「高周波電磁計測技術」「超高周波マ

イクロ電磁界プロービング技術」の研究や、日本電気やＮＥＣトーキ

ン等との磁気デバイス開発の共同研究（山口正洋教授） 
・ 「マイクロ電極による電気化学分析の研究」「細胞・組織デバイスの

開発研究」「マイクロ生物燃料電池」（西澤松彦教授） 
・ 「マイクロ・ナノバイオセンシングシステム」「生体情報化学」（末永

智一教授） 
・ ＩＴ 社会を支える各種機能デバイス、ＭＥＭＳ等のナノ・マイクロ

構造体の機能や信頼性の発現メカニズムを原子レベルの結晶構造か

ら最終製品形態までを考慮して定量的に解明し、適切な構造・材料・

プロセス設計を実現するための解析・計測・評価技術の開発を推進（三

浦英生教授） 
 
・ 「立体的マイクロマシニング」「光マイクロマシニング」「機能的フ

ォトダイオード」の研究（羽根一博教授・佐々木実助教授） 
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大学 主な取り組み 
スイスのＣＳＥＭをはじめ、ＭＥＭＳについての国内外の科学技術政 
策面からの研究（原山優子教授） 

東北学院大学 ・ 倉元製作所やメムス・コア等との共同による温度湿度センサの開発

（木村光照教授） 
東北工業大学 ・ 生体・電子計測、生体情報処理の専門に生体・電子計測系インターフ

ェースに関する電極等の研究（田頭功教授） 
石巻専修大学 ・ 圧電振動ジャイロや電気接点、振動子などの研究等（若月昇教授）。 
弘前大学 ・ 理工学部知能機械システム工学科では、「半導体検査用高機能マイク

ロプローバの開発」等（牧野英司教授）、「能動カテーテル」（峯田貴

助教授）などに取り組む。 
日本大学工学部 ・ 触覚・弾力センサ技術をベースに肌年齢を計測するビーナストロン、

筆跡を分析しサインの本人確認を行うデジタルペン等の開発を行う

尾股定夫教授を中心に研究が進められている。 
・ 尾股教授は自ら㈱ダウザー研究所を立ち上げたほか、関連するベンチ

ャー企業として 1998 年に会津若松にピーアンドエムを設立、福島県

知的クラスター形成事業でバイオセンシング用アクチュエータを開

発。 
・ 2002 年に次世代工学技術センターを設立し、医工連携に取り組んで

いる。（最先端の医療設備を持ち、日本で初めて工学部内に医療設備

を置いたセンターとして高い注目を集めた。） 

・ 1999 年に埼玉県に設立され 2004 年に本社を郡山に移したアイアー

ルメディカル工房との連携を更に強化。 

・ 平成 17 年度 地域新生コンソ－シアム研究開発事業（他府省連携枠） 
採択プロジェクト（※１）において、尾股教授をプロジェクトリーダ

ーとする「ＭＥＭＳによるハプティック（触覚）型超音波診断システ

ムの開発」が選定を受ける。 
※ 経済産業省、文部科学省の都市エリア産学官連携促進事業から生まれた技術シーズを活用するプロジェクト 
※ 東北経済連合会、東北経済産業局、情報・生命・未来型ものづくり産業クラスター協議会「MEMS 産業クラ

スター形成戦略検討委員会報告書」（平成 17 年）より作成 
 

３）ＭＥＭＳへの取り組みにおける産学官連携 
2002 年、仙台地域は文部科学省の知的クラスター創成事業に指定され、現在、インテリ

ジェント・エレクトロニクスの分野でＭＥＭＳに関わりを持つ９つのテーマに取り組んで

おり、そのなかで、東北大・江刺教授とメムス・コアによるパッケージングの研究開発（2003 
年より始動）等の取り組みが行われている。 
一方で地域経済界及び国の出先機関の取り組みを見てみると、東北経済連合会ではマー

ケット志向のもと地元企業と大学とのマッチング・共同研究の立ち上げを行うことを目的

とする産学連携マッチング委員会を設置し、東北大学の江刺研究室とＮＥＣトーキンによ

る「圧電セラミックモノリシックステージ」、リバーエレテックとメムス・コアによる「Ｍ

ＥＭＳを応用したウェハレベルパッケージング小形水晶振動子の開発」等の共同開発が行

われている。 

このような動きを受け、国の出先機関等の取り組みも徐々に活発になっている。東北経 
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済産業局では、産業クラスター計画の一環としてＭＥＭＳを重点プロジェクトに位置づけ

てプロジェクトチームを発足させ、企業からの情報収集やプロジェクト企画に取り組んで

いる。また、産業技術総合研究所東北センターにおいても、東北大・江刺教授の指導のも

と、マイクロリアクターの開発が進んでいる（図表１－３）。 

図表１－３ 地域経済界及び国の出先機関等の取り組み 
団体等 主な取り組み 

東北経済連合

会 
・産学官連携マッチング委員会を設置。ＭＥＭＳの産業化支援に重きを置

く。 
・地元企業と大学とのマッチング・共同研究の立ち上げ 
・東北大学ベンチャービジネスラボラトリー、江刺研究室、メムス・コア

への見学会の実施等 
東北経済産業

局 
・ 産業クラスター計画の一環としてＭＥＭＳプロジェクトチームを発

足。企業からの情報収集やプロジェクト企画に取り組む。 
・ ＥＵの研究機関・企業の関係者などを招聘し、インダストリアルツア

ーや地域企業とのビジネスマッチングを通じて、ＭＥＭＳ関連外資系

企業の東北地域への投資を促進。 
産業技術総合

研究所東北セ

ンター 

・マイクロリアクターの開発（東北大・江刺教授の指導による） 

※ 東北経済連合会、東北経済産業局、情報・生命・未来型ものづくり産業クラスター協議会「MEMS 産業クラスター
形成戦略検討委員会報告書」より作成 

 
４）ＭＥＭＳパークコンソーシアム 
東北地域においては、国内外の有数の研究機関等とのネットワークを持つ東北大学をは

じめ、地元自治体（宮城県、仙台市）、地元経済界（東北経済連合会）、東北経済産業局、

産業技術総合研究所、地元金融機関（日本政策投資銀行、東北インキュベーションファン

ド等）及び地元産業支援機関等が、産学官ラウンドテーブルを契機とするＭＥＭＳパーク

コンソーシアムの設立等を通じて連携を強め、東北域内企業のＭＥＭＳ産業への参入を促

進する土壌の整備が進んでいる（図表４）。 

平成 16 年 10 月に設立されたＭＥＭＳパークコンソーシアムは、既に入会企業は 100 社
を超えている。会員企業はＭＥＭＳに精力的に取り組んでいる我が国の主要な大手企業、

中堅企業となっており、域内のみならず域外の主要な企業との連携を図ることが可能にな

る環境が徐々に整いつつある。 
このような状況の中、ＭＥＭＳ製品の開発の設計から試作まで幅広いサービスを提供す

る（株）メムス・コアや、ＭＥＭＳ技術を活用し医療機器の開発、販売を行うメムザス（株）

などの大学発ベンチャーが既に創出されており（例えば 2005 年の動きとしては、メムザス

（株）では、かねてから開発していた「能動屈曲チューブ」について実用化が進み、共同

開発先の医療機器メーカーから厚生労働省に対して医療機器としての認可申請を行ってい

る。）、大学発ベンチャーの取り組みも徐々に進展している。 
また、大学と企業を繋ぐ技術開発サポート機関として、公設研究機関の果たす役割は大 
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きいが、産業技術総合研究所東北センターの働きかけもあり、東北各県の公設研究機関に

おいてはＭＥＭＳ分野への取組意識が高まっており、そのネットワークも構築されつつあ

る。 
図表１－４ ＭＥＭＳパークコンシーシアムの設立 

産学官ラウンドテーブル 
2003 年 12 月からスタート。地域の産業競争力強化に向けた地域戦略の検討を目的とする。 

取組体制 
○東北インキュベーションファンドの創設 
○大学と地方自治体との人事交流の実施 
○ＭＥＭＳの産業化に向けた産学官の協力強化 
人事交流 
○東北大学から仙台市に対して、江刺教授を地域連携フェローとして派遣。 
 
 
仙台市：仙台ナノテク産業クラスタープロジェクトチーム立ち上げ 

（ＭＥＭＳパークコンソーシアムの設立のベースとなる。） 

※東北経済連合会、東北経済産業局、情報 生命・未来型ものづくり産業クラスター協議会「MEMS 産業クラス ・
ター形成戦略検討委員会報告書」より作成 

 

 
MEMS パークコンソーシアム設立 

2004 年 10 月設立。会員は現在、100 社を達成。 
目的 
MEMS 技術を用いた未知なる技術・市場を開拓していくための先端的研究開発を国内、さらには世界各地の研究開発機

関とネットワークを組みつつ実践し、新しい産業を創出していくことを目指す。また MEMS に関する情報の共有を図

る交流拠点の構築も視野に入れている。 
取組体制 
○ メールマガジンの発行 
○ セミナーや SIG（Special Interest Groups）の開催 
○ 人材育成プログラムの実施等 
○ 相互の連携による新技術の開発促進 
 
※東北大学の存在に加え、ＭＥＭＳパークコンソーシアムの活動の相乗効果もあり、宮城県、仙台市とＣＳＥＭ（スイ

ス）やフラウンホーファー（ドイツ）等の海外の研究機関との交流も一層強まっている。また、フィンランドもＭＥ

ＭＳ技術開発で有名であるが、仙台市で進めるフィンランド健康福祉プロジェクトでは、健康福祉にＩＴ ネットワー

クを活かす取り組みを行い、ＭＥＭＳパークコンソーシアムとの連携も期待され、東北大学を中心に国際的な拠点が

形成されつつある。 
 
 
 
こうしたＭＥＭＳ分野におけるクラスター形成に向けた環境整備として、既に宮城県、

仙台市及び東北経済連合会、東北経済産業局等が中心となり、ＭＥＭＳパークコンソーシ

アムを中核として、東北大学、「先端・基盤技術高度化支援戦略」を進めている宮城県産業

技術総合センター、マイクロマシンプロジェクトを進めている山形県工業技術センター等

の東北各県の公設研究機関、及び環境・エネルギー分野でのデバイス開発が期待される産

業技術総合研究所東北センターなどとの連携体制の構築に向けての取り組みが進められて

いる。 
また、国・ＮＥＤＯ主導の技術研究開発プロジェクトの中核機関であるマイクロマシン

センター（2005 年６月現在、賛助会員 37 団体）との連携を深めており、東北地域におけ

るＭＥＭＳ産業育成の環境づくりに向け、国内関係機関相互のネットワークが構築され始 
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めている。さらに、技術開発支援及び人材育成を目的とした産総研つくばのＭＥＭＳビジ

ネス棟、多摩地域の「ＴＡＭＡ-ＭＥＭＳ プロトタイプセンター」等との交流など、今後、

東北地域外の支援拠点との交流も進める予定である。 
このようなＭＥＭＳパークコンソーシアムをはじめとする一連の動きは、スイス・ドイ

ツ・フィンランド等からの視察が相次ぐ等、国内のみならず国際的にも注目されている。 
 

図表１－５ ＭＥＭＳパークコンソーシアムの連携図 

（出所：MEMS 産業クラスター形成戦略検討委員会報告書） 
 
５）東北地域の企業におけるＭＥＭＳ産業参入の現状 
以上のように、東北地域では、東北大学を中心とした産学官の連携により、国からの研

究開発費も受けてＭＥＭＳの技術開発が着々と進展している。しかしながら、東北地域の

ＭＥＭＳ関連企業の立地は仙台市、山形地域に集中していることからもわかるように（図

表１－６）、ＭＥＭＳへの取り組みが進展しているのは限られた地域のなかであり、東北地

域全体で見た場合、その取り組みはまだこれからというのが現状である。 
そこで今後の課題としては、東北地域の中堅・中小・ベンチャー企業をいかにして取り

込み、東北地域全体においてＭＥＭＳへの取り組みを浸透させていくかということがあげ

られる。地域に根ざした大学発ベンチャーや地域企業の参画のさらなる強化、そのための

環境形成が望まれるところであり、それに向けた有効な方策、提言が必要となろう。 
今までに出されている報告書等では、例えば、東北経済連合会、東北経済産業局、情報・

生命・未来型ものづくり産業クラスター協議会による「ＭＥＭＳ産業クラスター形成戦略

検討委員会報告書」（平成 17 年）があり、中核となる大学や研究機関へのインフラ整備の

ための投資が、欧米と比較した場合、十分とは言えないことが課題として指摘されている。

また、中堅・中小・ベンチャー企業の参入促進に次いで、先行する欧米企業のビジネス展

開に対抗していくためには、ローカル・グローバル双方の活動、いわゆる「グローカル」

な視点を持ち、地域に根ざして貢献をしながら国内外にも積極的にアンテナを張り巡らせ

ることの必要性が示されている。 
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一方で、文部科学省の「平成 16 年度 知的クラスター創成事業中間評価報告書」では、

ＭＥＭＳパークコンソーシアム計画、高精度計測通信機器等に関わるフィンランド健康・

福祉センターとの連携プロジェクト等、既に地域企業との連携実績の出ているテーマを中

軸として、研究統括や中核機関のリーダーシップ、地方自治体の支援措置等により、他の

領域にも波及させていくことの必要性も指摘されている。 
 ＭＥＭＳ分野について企業の参入が進んでいるとは言いがたい東北地域の現状において

はその環境整備とともに、東北の企業がＭＥＭＳ産業への参入を検討するにあたってその

指針となる基礎材料が今後求められるところである。本調査のロードマップ作成にあたっ

ては、東北の企業のＭＥＭＳ産業参入へのヒントとなることを目指し、それが東北地域に

おけるＭＥＭＳ産業の発展の契機の一つとなることを期待したい。 
 

図表１－６ 東北地域の主なＭＥＭＳ企業（出所：東北経済産業局資料） 

県 社名・機関名 主要製品・業務 
（株）メムス・コア ＭＥＭＳデバイス開発・製造販売 
メムザス（株） 医療・福祉機器 
ＮＥＣトーキン（株） 薄膜センサ・角速度センサ 
東北セミコンダクタ（株） 圧力センサ・加速度センサ 
アルプス電気（株） 
プロセス技術開発センター 

微細加工技術・金型加工技術 

（株）アドバンテスト研究所 ＭＥＭＳリレー 
北日本電線（株） 光デバイス 
東北リコー（株）、(株)リコー応用

電子研究所 
電子関連 

宮城県（仙

台市周辺） 

宮城沖電気（株） 電子関連 
秋田県 秋田オリエント精密（株） インクジェットヘッド・水晶振動子 

山形電子（株） 半導体製造 
ミツミ電気（株） 総合電子部品 
テクノクオーツ（株） 半導体製造装置 
（株）東北クリスタル 高周波水晶発振器 

山形県 
 

（株）山形チノー 民生用センサー 
福島県 （株）アイアールメディカル工房 医療用カテーテル 
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第２章．企業アンケート、ヒアリング調査結果 

 
（１）アンケート調査概要 

１）調査目的 
・ 東北地域のＭＥＭＳ企業が、自社で保有していると考える技術ポテンシャル、及び

今後の技術開発・事業展開等を把握する。 
 
２）調査対象 

・ 東北６県において、ＭＥＭＳパークコンシーアム参加企業、および一般企業（産業

クラスター会員企業、秋田県工業技術センター、山形県工業技術センター、岩手県

工業技術センター、福島県ハイテクプラザ等のＭＥＭＳ研究機関の情報よりＭＥＭ

Ｓに関心がある東北地域を中心とした企業を選定）を調査対象事業所として実施し

た。ＭＥＭＳパークコンソーシアム参加企業のアンケート配布にあたっては、東北

域外の参加企業にも配布した。 
 
３）調査方法 

・ 調査対象企業に直接アンケート調査票を郵送し、回収した。またそれと同時にＭＥ

ＭＳパークコンソーシアムのメールマガジンでも回答を呼びかけた。 
 
４）調査実施時期 

・ 平成 17 年 12 月 
 
５）発送数と回収数 

・ 発送した調査票数は、ＭＥＭＳパークコンソーシアム参加企業 106 社、ＭＥＭＳ分

野へ既に参入している企業 37社、合計 143 社であった。 

・ メールマガジン経由を含む全体の回収数について、ＭＥＭＳパークコンソーシアム

参加企業から 64 社、ＭＥＭＳ参入企業から 7社、合計 71 社の回答を得た。 

・ 東北地域の企業からの回答は、ＭＥＭＳパークコンソーシアム参加企業では14社、

一般企業からの回答は７社であった。 

・ 全体の回収率は 49.7%である。 
 
 
（２）アンケート結果概要 
１）各企業における現在のＭＥＭＳ分野について 
全体、東北域内、域外ともに「将来的な有望事業分野として位置付け、準備を進めてい

る」と回答した企業が最多となった。「有望事業分野として位置付け、事業展開している」

の回答を合わせると、全体、東北域内、東北域外ともにＭＥＭＳ分野を有望事業分野とし

て位置付け、何らかの取り組みを行っている傾向がうかがえる。 
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２）ＭＥＭＳに興味を持った理由について 

ＭＥＭＳに興味を持った理由について、全体、東北域内、域外ともに「自社の保有技術

を応用できるため」が最多となった。それに次ぐ理由としては「自社の保有技術だけでは

将来的な不安があるため」、「自社の保有設備を活用できるため」があげられた。 

 

３）ＭＥＭＳに関する取り組み 

 現在行っている取り組みでは、全体、東北域内、域外ともに上位３項目は「ＭＥＭＳ部

品の企画(商品開発)・販売」、「ＭＥＭＳ部品の設計(設計受託含む)」、「ＭＥＭＳ部品の試

作(試作受託含む)」となっている。東北地域では、「ＭＥＭＳ設計・開発支援（コンサルテ

ィング）」への回答が全体、域外より比較的目立っている。 

 今後行いたい取り組みにおいても現在行っている取り組みと同様の傾向が言える。 

 

４）ＭＥＭＳへの取り組みに係る課題について 

ＭＥＭＳへの取り組みに係る課題について、全体、東北域内では「技術開発・製品開発

にコストがかかる」が最多となっている。東北域外では「投資設備にコストがかかる」が

最多となった。 

 

５）ＭＥＭＳへの取り組みに係る課題を解決するために必要な取り組みについて 

 ＭＥＭＳへの取り組みに係る課題を解決するために必要な取り組みについて、全体、東

北域内、域外とも「ＭＥＭＳ全般の技術的知識・ノウハウの蓄積」、「ＭＥＭＳ関連の独自

技術の構築」、「大学・公設試等との連携強化」へ回答が集まっているが、東北域内では全

体、東北域外と比較して「部品ユーザーとの連携強化」への回答が集まっている。 

 

６）ファウンドリサービス利用の有無について 

｢利用したことがある｣、「利用したことはないが、今後利用したい」をあわせると 41 社

であり、全体の 6 割程度にのぼっている。東北域内、域外別に見た場合でも同様の傾向と

なっている。 

 

７）技術戦略マップを利用しやすくするために必要な取り組みについて 

「機能別ＭＥＭＳ技術戦略ロードマップの作成」が最多となってはいるものの、「産業分

野別ＭＥＭＳ技術戦略ロードマップの作成」、「ＭＥＭＳ技術要素のロードマップの作成｣

への回答も多くなっており、回答が分散した。
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（３）アンケート結果 

 
１）ＭＥＭＳ人材、ＭＥＭＳビジネス・技術ロードマップ共通シート 

 

Q1．現在のＭＥＭＳ分野の位置付け  (回答企業数 71社) 

 

将 来 的 な 有 望 事 業
分 野 とし て 位 置 付
け 、準 備 を 進 め て

い る

将 来 的 な 有 望 事 業
分 野 と して 位 置 付
け て い る が 、特 に
準 備 は 進 め て い な

い

現 在 ・将 来 とも有 望
事 業 分 野 と して 位
置 付 け て い な い有 望 事 業 分 野 とし

て 位 置 付 け 、事 業
展 開 して い る

そ の 他

14

31社

21

3社 2社

 

現在のＭＥＭＳの位置付けについて、「将来的な有望事業分野として位置付け、準備を進

めている」と回答した企業は 31 社で最多となった。次いで、「有望事業分野として位置付

け、事業展開している」（21 社）が続いており、ＭＥＭＳ分野を有望事業分野として位置付

け、何らかの取り組みを行っている企業は合わせて回答企業 71社中、52社にのぼる。 
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Q1．現在のＭＥＭＳ分野の位置付け(東北域内)  (回答企業数 21 社) 

 

将来的な有望事
業分野として位
置付け、準備を

進めている

将来的な有望事
業分野として位
置付けている

が、特に準備は
進めていない

現在・将来とも有
望事業分野とし
て位置付けてい

ない
有望事業分野と
して位置付け、
事業展開してい

る

その他

5社

9社

5社

1社 1社

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q1．現在のＭＥＭＳ分野の位置付け(東北域外)  (回答企業数 50 社) 

 

 

 

その他有望事業分野とし
て位置付け、事業

展開している

現在・将来とも有
望事業分野として
位置付けていない

将来的な有望事
業分野として位置
付けているが、特
に準備は進めて

いない

将来的な有望事
業分野として位置
付け、準備を進め

ている

9社

22社

16社

2社 1社

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在のＭＥＭＳの位置付けについて、東北域内、域外とも「将来的な有望事業分野とし

て位置付け、準備を進めている」と回答した企業が最多となった。次いで、「有望事業分野

として位置付け、事業展開している」（東北域内では「将来的な有望分野として位置付けて

いるが、特に準備は進めていない」が同数となっている）が続いており、東北域内、域外

の企業ともＭＥＭＳ分野を有望事業分野として位置付け、何らかの取り組みを行っている

傾向にある。 
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Q2．ＭＥＭＳに興味を持った理由  

全体（複数回答、回答企業数 69 社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 49 社）（単位：社） 
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ＭＥＭＳに興味を持った理由について、全体では、「自社の保有技術を応用できるため」

（42社）が最多となり、以下、「自社の保有技術だけでは将来的な不安があるため」(23 社)、

「自社の保有設備を活用できるため」（18 社）と続いた。域内、域外別では東北域内、域外

とも「自社の保有技術を応用できるため」が最多となったが、次いで東北域内では「自社

の保有設備を活用できるため」が、東北域外では「自社の保有技術だけでは将来的な不安

があるため」が続いた。 
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Q3．ＭＥＭＳに関して現在行っている取り組み 

全体（複数回答、回答企業数 46 社)（単位：社) 
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東北域外（複数回答、回答企業数 33 社)（単位：社) 
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全体では、「ＭＥＭＳ部品の企画(商品開発)・販売」「ＭＥＭＳ部品の試作(試作受託含

む)」(ともに 29 社)が最多となり、「ＭＥＭＳ部品の設計(設計受託含む)(26 社)が続いた。

域内、域外別に見ると東北域内では「ＭＥＭＳ部品の試作(試作受託含む)」（12社）が最多

となり、次いで「ＭＥＭＳ部品の企画(商品開発)・販売」（10社）が続いた。東北域外では、

「ＭＥＭＳ部品の企画(商品開発)・販売」（19 社）が最多となり、「ＭＥＭＳ部品の設計(設

計受託含む)」、「ＭＥＭＳ部品の試作(試作受託含む)」(それぞれ 17 社)が続いた。 
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Q3．ＭＥＭＳに関して今後行いたい取り組み 

全体(複数回答、回答企業数 63社)（単位：社) 
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2 9東北域外(複数回答、回答企業数 44社)（単位：社) 
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ＭＥＭＳに関して今後行いたい取り組みについて、「ＭＥＭＳ部品の企画(商品開発)・販

売」(43 社)が最多となり、「ＭＥＭＳ部品の設計(設計受託含む)」、「ＭＥＭＳ部品の試作

(試作受託含む)」(ともに 39社)と続いた。域内、域外別に見ると、東北域内では「ＭＥＭ

Ｓ部品の企画(商品開発)・販売」、「ＭＥＭＳ部品の試作(試作受託含む)」、「ＭＥＭＳ部品

の製造(製造受託含む)」がそれぞれ 14 社で最多となった。東北域外では、「ＭＥＭＳ部品

の企画(商品開発)・販売」(29 社)が最多となり、「ＭＥＭＳ部品の設計(設計受託含む)」(26

社)、「ＭＥＭＳ部品の試作(試作受託含む)」(25 社)と続いた。 
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Q4．ＭＥＭＳへの取り組みに係る課題 

全体（複数回答、回答企業数 70 社)（単位：社) 
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 東北域外（複数回答、回答企業数 49 社)（単位：社） 
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ＭＥＭＳへの取り組みに係る課題について、全体では「技術開発・製品開発にコストが

かかる」(40 社)が最多となり、次いで「投資設備にコストがかかる」（38 社）、「技術開発・

製品開発に時間がかかる」（37社）が続いた。域内、域外別に見ると、東北域内では「技術

開発・製品開発にコストがかかる」（14 社）が最多となっており、「技術開発・製品開発に

時間がかかる」(12 社)が続いている。域外では「投資設備にコストがかかる」（28 社）が

最多となり、次いで「技術開発・製品開発にコストがかかる」（26 社）が続いている。 
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Q5．ＭＥＭＳへの取り組みに係る課題を解決するために必要な取り組み 
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東北域外（複数回答、回答企業数 49 社)（単位：社) 
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ＭＥＭＳへの取り組みに係る課題を解決するために必要な取り組みについて、全体、東

北域内、域外ともに「ＭＥＭＳ全般の技術的知識・ノウハウの蓄積」、「ＭＥＭＳ関連の独

自技術の構築」、「大学・公設試等との連携強化」に回答が集まっている。東北域内では「部

品ユーザーとの連携強化」への回答が全体、域外と比べると比較的多くなっており、東北

域内の企業においては、部品ユーザーとの連携強化が進んでいないことを示唆する結果と

なっている。 
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Q6．現在、事業として取り組んでいる分野と機能部品(または製造装置)について、また、

今後取り組みたいと考えている分野と機能部品について 

 

回答分布 

全体（複数回答)（単位：社)  

 

光MEMS センサ
MEMS RF-MEMS バイオ・化

学MEMS
熱流体素子

MEMS
マイクロア
クチュエー

タ
その他

現在 今後 現在 今後 現在 今後 現在 今後 現在 今後 現在 今後 現在 今後

自動車 2 8 11 27 1 12 0 0 0 1 2 7 0 2

情報通信 6 14 8 18 6 22 0 2 2 2 5 10 2 5

家電 6 11 5 8 0 6 0 0 0 3 0 4 0 0

バイオ・医療 1 5 2 7 0 2 6 15 2 3 0 3 0 2

エネルギー 1 3 2 8 0 2 0 3 1 5 0 7 0 2

産業機械 3 10 12 25 1 9 0 1 2 2 2 9 0 3

エンターテインメント 2 6 5 14 0 4 0 0 0 0 1 4 0 2

の他 1 2 1 4 3 5 0 1 1 1 1 4 0 2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
そ 

 

現在、事業として取り組んでいる分野と機能部品（または製造装置）については、「産業

機械－センサＭＥＭＳ」(12 社)が最多であり、「自動車－センサＭＥＭＳ」（11 社）、「情報

通信－センサＭＥＭＳ」(8 社)が続いている。また、今後取り組みたいと考えている分野と

機能部品については、「自動車－センサＭＥＭＳ」(27 社)、「産業機械－センサＭＥＭＳ(25

社)、「情報通信－ＲＦ－ＭＥＭＳ」（22 社）、「情報通信－センサＭＥＭＳ」(18 社)の順で

続いている。 
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東北域内（複数回答）（単位：社） 

光MEMS センサ
MEMS RF-MEMS バイオ・化

学MEMS
熱流体素子
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クチュエー

タ
その他

現在 今後 現在 今後 現在 今後 現在 今後 現在 今後 現在 今後 現在 今後

自動車 0 3 3 5 0 2 0 0 0 1 1 2 0 1

報通信 2 5 2 4 1 5 0 0 1 1 2 4 1 1

電 2 3 1 2 0 2 0 0 0 1 0 2 0 0

バイオ・医療 0 2 0 3 0 2 1 3 0 1 0 2 0 1

ネルギー 0 1 0 3 0 1 0 2 1 2 0 3 0 1

業機械 1 3 3 6 1 2 0 0 1 1 2 3 0 0

ンターテインメント 1 3 1 2 0 0 0 0 0 0 1 2 0 1

その他 1 2 1 2 2 2 0 1 1 1 1 2 0 1
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現在、事業として取り組んでいる分野と機能部品（または製造装置）については、「自動

車－センサＭＥＭＳ」、「産業機械－センサＭＥＭＳ」、(3 社)が最多である。また、今後取

り組みたいと考えている分野と機能部品については、「産業機械－センサＭＥＭＳ」(6 社)

が最多であり、「自動車－センサＭＥＭＳ」、｢情報通信－光ＭＥＭＳ｣、「情報通信－ＲＦ－

ＭＥＭＳ」(ともに 5 社)が続いている。 

 

東北域外（複数回答）（単位：社） 
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MEMS
マイクロア
クチュエー

タ
その他

現在 今後 現在 今後 現在 今後 現在 今後 現在 今後 現在 今後 現在 今後

自動車 2 5 8 22 1 10 0 0 0 0 1 5 0 2

情報通信 4 9 6 14 5 17 0 2 1 1 3 6 1 4

家電 4 8 4 6 0 4 0 0 0 2 0 2 0 0

バイオ・医療 1 3 2 4 0 0 5 12 2 2 0 1 0 1

エネルギー 1 3 2 5 0 1 0 1 0 3 0 4 0 1

産業機械 2 7 9 19 0 7 0 1 1 1 0 6 0 3

エンターテインメント 1 3 4 12 0 4 0 0 0 0 0 2 0 1

その他 0 0 0 2 1 3 0 0 0 0 0 2 0 1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、事業として取り組んでいる分野と機能部品（または製造装置）については、「産業

機械－センサＭＥＭＳ」(9 社)が最多であり、「自動車－センサＭＥＭＳ」(8 社)が続いて

いる。また、今後取り組みたいと考えている分野と機能部品については、「自動車－センサ

ＭＥＭＳ」(22 社)が最多であり、｢産業機械－センサＭＥＭＳ｣(19 社)、「情報通信－ＲＦ

－ＭＥＭＳ」(17 社)が続いている。 
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Q6．光ＭＥＭＳを選択した企業の現在取り組んでいる分野 

全体（複数回答、回答企業数 11 社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 8社）（単位：社） 
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機能部品で「光ＭＥＭＳ」を選択した企業が現在取り組んでいる分野について、全体、

東北地域、東北域内ともに情報通信、家電が最多となった。また、東北域内では「自動車」

への取り組みが見られなかった。
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Q6. 光ＭＥＭＳを選択した企業の今後取り組みたい分野 

全体（複数回答、回答企業数 26 社）（単位：社） 
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東北域内（複数回答、回答企業数 7社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 19 社）（単位：社） 
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ン機能部品で「光ＭＥＭＳ」を選択した企業が、今後取り組みたい分野について全体、東

北域内、域外とも「情報通信」が最多となった。一方で「エネルギー」は、全体、東北域

内、域外とも最少となり、回答の集まりについては全体、域内、域外ともほぼ同様の傾向

となった。 

 

 28



Q6．センサＭＥＭＳを選択した企業の現在取り組んでいる分野 

全体（複数回答、回答企業数 21 社）（単位：社） 
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東北域内（複数回答、回答企業数 6社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 15 社）（単位：社） 
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機能部品で「センサＭＥＭＳ」を選択した企業が現在取り組んでいる分野について、全

体、東北域内、域外ともに「産業機械」、「自動車」、「情報通信」が上位に入っている。 
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Q6. センサＭＥＭＳを選択した企業の今後取り組みたい分野 

全体（複数回答、回答企業数 42 社）（単位：社） 
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東北域内（複数回答、回答企業数 10 社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 32 社）（単位：社） 
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機能部品で「センサＭＥＭＳ」を選択した企業が今後取り組みたい分野について、東北

域内では「産業機械」が最多であるのに対し、全体、東北域外では「自動車」が最多とな

っている。 
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Q6. ＲＦ－ＭＥＭＳを選択した企業の現在取り組んでいる分野 

全体（複数回答、回答企業数８社）（単位：社） 
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東北域内（複数回答、回答企業数 3社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 5社）（単位：社） 
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機能部品で「ＲＦ－ＭＥＭＳ」を選択した企業が現在取り組んでいる分野について、東

北域内、域外ともに「情報通信」への回答が見られたほか、東北域内では「産業機械」、東

北域外では「自動車」への回答が見られた。 
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Q6. 「ＲＦ－ＭＥＭＳを選択した企業」の今後取り組みたい分野 

全体（複数回答、回答企業数 7社）（単位：社） 
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東北域内（複数回答、回答企業数 7社）（単位：社） 

 

2

5

2 2

1

2

0

2

0

1

2

3

4

5

6

自
動
車

情
報
通
信

家
電

バ
イ
オ

・
医
療

エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
機
械

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト

そ
の
他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北域外（複数回答、回答企業数 22 社）（単位：社） 
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ン機能部品で「ＲＦ－ＭＥＭＳ」を選択した企業が今後取り組みたい分野について、東北

域内、域外ともに「情報通信」が最多となっている。東北域内では「バイオ・医療」への

回答が見られる一方、「エンターテイメント」への回答が全く見られないのに対し、東北域

外の場合はこれと反対の傾向を示している。 
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Q6. バイオ・化学ＭＥＭＳを選択した企業の現在取り組んでいる分野 

全体（複数回答、回答企業数 6社）（単位：社） 
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東北域内（複数回答、回答企業数 1社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 5社）（単位：社） 
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機能部品で「バイオ・化学ＭＥＭＳ」を選択した企業が今後取り組みたい分野につい

て、全体、東北域内、域外ともに「バイオ・医療」に回答が集まっている。 
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Q6. バイオ・化学ＭＥＭＳを選択した企業の今後取り組みたい分野 

全体（複数回答、回答企業数 19 社）（単位：社） 
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東北域内（複数回答、回答企業数 4社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 15 社）（単位：社） 
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機能部品で「バイオ・化学ＭＥＭＳ」を選択した企業が今後取り組みたい分野について、

全体、東北域内、域外ともに「バイオ・医療」への回答が最多となっている。 
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Q6. 熱流体素子を選択した企業の現在取り組んでいる分野 

全体（複数回答、回答企業数 7社）（単位：社） 
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東北地域のみ（複数回答、回答企業数 4社）（単位：社） 
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東北地域外（複数回答、回答企業数 3 社）（単位：社） 
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機能部品で「熱流体素子」を選択した企業が現在取り組んでいる分野について、「情報通

信」、「バイオ・医療」、「エネルギー」、「産業機械」等への回答が見られた。自動車、家電、

エンターテイメントについては、全体、域内、域外とも全く回答が見られなかった。 
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Q6. 熱流体を選択した企業の今後取り組みたい分野 

全体（複数回答、回答企業数 12 社）（単位：社） 
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東北地域のみ（複数回答、回答企業数 4社）（単位：社） 
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東北地域外（複数回答、回答企業数 8社）（単位：社） 
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機能部品で「熱流体素子」を選択した企業が今後取り組みたい分野について、全体では

「エネルギー」への回答が最多となった。エンターテイメントについては、全体、東北域

内、域外とも全く回答が見られなかった。 
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Q6. マイクロアクチュエータを選択した企業の現在取り組んでいる分野 

全体（複数回答、回答企業数 7社）（単位：社） 
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東北域内（複数回答、回答企業数 4社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 3社）（単位：社） 
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機能部品で「マイクロアクチュエータ」を選択した企業が現在取り組んでいる分野につ

いて、全体では「情報通信」への回答が最多となった。 
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Q6. マイクロ・アクチュエータを選択した企業の今後取り組みたい分野 

全体（複数回答、回答企業数 22 社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 15 社）（単位：社） 
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機能部品で「マイクロアクチュエータ」を選択した企業が今後取り組みたい分野につい

て、全体、東北域外では「情報通信」、「産業機械」、「自動車」、「エネルギー」への回答が

多かったが、東北域内ではそれぞれの項目に回答が分散した。 
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Q6. その他を選択した企業の現在取り組んでいる分野 

全体（複数回答、回答企業数 2社）（単位：社） 
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東北域内（複数回答、回答企業数 1社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 1社）（単位：社） 
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機能部品で「その他」を選択した企業が現在取り組んでいる分野について、全体、東北

域内、東北域外ともに「情報通信」のみへの回答となった。 
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Q6. その他を選択した企業の今後取り組みたい分野 
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全体（複数回答、回答企業数 9社）（単位：社） 
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東北地域外（複数回答、回答企業数 6 社）（単位：社） 
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機能部品で「その他」を選択した企業が今後取り組みたい分野について、全体、東北域

外では「情報通信」が最多となっている。一方で全体、東北域内、東北域外ともに「家電」

への回答は見られず、全体的に各項目に回答が分散した。 
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Q７．Q６でいずれかに回答した企業が今後取り組みたい具体的なＭＥＭＳ機能部品 

（自由記述） 

 

(東北域内) 

企業 今後取り組みたい具体的なＭＥＭＳ機能部品 

Ａ社 ・磁気センサ（高感度、高精度） 

・加速度センサ（車載用各種） 
Ｂ社 ・当社の技術を生かしたＭＥＭＳジャイロ 
Ｃ社 ・警備サービスに使えるセンサを調査中 
Ｄ社 ・ＲＦ－ＭＥＭＳ分野 

・環境関連のＭＥＭＳデバイス 

・センサ／アクチュエータ関連のＭＥＭＳデバイス 

Ｅ社 ・小型エンコーダ部品 

Ｆ社 ・スフィア光源を用いた用途開発 

Ｇ社 ・ＲＦスイッチ（小型、高速切替、高耐久性） 

Ｈ社 ・車等の姿勢制御等の加速度センサなど 

Ｉ社 ・加速度センサ 

・車載用の空気圧センサ 

・ゲーム機用の入力機器 

 

 東北域内の企業が今後取り組みたい具体的なＭＥＭＳ機能部品としては、2社で磁気セン

サ、加速度センサ、空気圧センサ等を挙げており、センサ関係が多くなっている。また、

ＲＦ-ＭＥＭＳに関する記述も 2社で見られた。 
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(東北域外) 

企業 今後取り組みたい具体的なＭＥＭＳ機能部品 

a 社 ・ユビキタス・ネットワーク市場で活用されるセンサ及びＲＦ－ＭＥＭＳの半導体

とＭＥＭＳ素子を融合した製品の企画、開発 
b 社 ・真空パッケージングを必要とするＭＥＭＳ 
c 社 ・ＲＦ－ＩＤとＭＥＭＳを融合した小型無線チップの開発 
d 社 ・把握力モニタリングセンサとしてのＭＥＭＳ 

e 社 ・当社の加工技術とＭＥＭＳの融合 

f 社 ・高精度振動センサ 

g 社 ・高精度、高分解能な位置センサやトルクセンサ 

h 社 ・Photo resist を使用した技術を応用できるＭＥＭＳ parts 

i 社 ・高感度小型圧力センサ 

・小型バイブ、小型流量計 

j 社 ・二次電池コンデンサ等をＭＥＭＳに組み込みたい。 

k 社 ・携帯端末用ＲＦ－ＭＥＭＳ 

・燃料電池のポンプ、流路等補器 

・光ＭＥＭＳ 

・加速センサ等のエンターテインメントへの応用 

l 社 ・産業用物理量センサーのニーズへの対応 

m 社 ・分析用部品の製造 

n 社 ・自動車用圧力センサ、温度センサ 

o 社 ・赤外線センサあるいは画像センサ 

・センサと組み合わせたアクチュエータ 

・センサ用の電力供給システム 

p 社 ・センサ全般 

q 社 ・レーザー表示器への応用 

・車載センサーへの応用 

・ＲＦ－ＭＥＭＳ分野 

r 社 ・マイクロマシン必要なマイクロパーツ 

s 社 ・新材料の開発を加速するためのツールとしての化学ＭＥＭＳ 

t 社 ・超小型慣性センサ 

・高精度慣性センサ 

 

 東北域外の企業が今後取り組みたいＭＥＭＳ機能部品としては、搭載分野は多岐に渡る

ものの東北域内と同様、センサに関連したものが多くなっている。 
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（２）ＭＥＭＳビジネス・技術ロードマップシート 

Q8．Q6 で「光ＭＥＭＳ」を選択した企業が現在手がけている技術 

全体（複数回答、回答企業数 14 社）（単位：社） 
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Q6 で「光ＭＥＭＳ」を選択した企業が手がけている技術については、「組立(ケーシング)

技術」(９社)、「立体構造上へのパターン形成技術」(7社)が主な意見となっている。 

域内、域外別で見ると、東北域内、域外ともに「組立(ケーシング)技術」が最多となり、

第 2順位以下も同様の傾向となっている。 
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Q8．Q6 で「光ＭＥＭＳ」を選択した企業が課題と考えている技術 

全体（複数回答、回答企業数 24 社）（単位：社） 
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Q6 で「光ＭＥＭＳ」を選択した企業が課題と考えている技術については、「立体構造上への

パターン形成技術」（15社）が最も多いものの、どの項目もほぼ同数となっている。 

域内、域外別に見ると、東北域内では「機能性材料の選択」（6社）、東北域外では「立体

構造上へのパターン形成技術」、「組立(ケーシング)技術」（ともに 10 社）が最多となった

ものの、どの項目もほぼ同数となっており、同様の傾向となっている。 
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Q9．Q6 で「センサＭＥＭＳ」を選択した企業が、現在手がけている技術 

全体（複数回答、回答企業数 22 社）（単位：社） 
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 東北域外（複数回答、回答企業数 16 社）（単位：社） 
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Q6 で「センサＭＥＭＳ」を選択した企業が、現在手がけている技術については、どの項

目もほぼ同数となっており大きな差異は見られない。域内、域外別に見ても同様の傾向を

示している。 
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Q9．Q6 で「センサＭＥＭＳ」を選択した企業が課題と考えている技術 

全体（複数回答、回答企業数 37 社）（単位：社） 
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東北域内（複数回答、回答企業数 12 社）(単位：社) 
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 東北域外（複数回答、回答企業数 25 社）(単位：社) 

 
2 1

1 8

1 5

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

同
一
基
板
上

へ
の
M
E
M
S

と
半
導
体
共
存
構
造
の
成
形

技
術

半
導
体
共
存
の
接
合
技
術

半
導
体
共
存
の
組
立

（
ケ
ー

シ
ン
グ

）
技
術

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6 で「センサＭＥＭＳ」を選択した企業が、課題と考えている技術については、全体で

は「同一基盤上へのＭＥＭＳと半導体共存構造の成形技術」(31 社)が最多であり、域内、

域外別でも同様の傾向となった。 
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Q10．Q6 で「ＲＦ－ＭＥＭＳ」を選択した企業が現在手がけている技術 

全体（複数回答、回答企業数 11 社）(単位：社) 
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東北域内（複数回答、回答企業数 4社）(単位：社) 
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東北域外（複数回答、回答企業数社 7社）(単位：社) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6 で「ＲＦ－ＭＥＭＳ」を選択した企業が現在手がけている技術について、「組立（ケー

シング）技術」(7社)が最多となっている。 

域外、域内別に見ると、東北域内では「ナノ材料局所形成技術」への回答が全く見られ

なかったのに対し、東北域外では 5社と最多になっている。 



Q10．Q6 で「ＲＦ－ＭＥＭＳ」を選択した企業が課題と考えている技術 

全体（複数回答、回答企業数 25 社）（単位：社） 
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Q6 で「ＲＦ－ＭＥＭＳ」を選択した企業が課題と考えている技術について、全体では「組

立（ケーシング技術）が 17 社と最多であるが、どの項目もほぼ同数となっている。東北域

内、域外別に見てもほぼ同様の傾向となっている。 

 



Q11．Q6 で「バイオ・化学ＭＥＭＳ」を選択した企業が現在手がけている技術 

全体（複数回答、回答企業数 11 社）（単位：社） 

9

3

0

2

4

6

8

1 0

化
学
的

・
バ
イ
オ
的
表

面
修
飾
技
術

ナ
ノ
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ

ン
グ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北域内（複数回答、回答企業数 3社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 8社）（単位：社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6 で「バイオ・化学ＭＥＭＳ」を選択した企業が現在手がけている技術について、全体

では「化学的・バイオ表面的修飾技術」が 9社、「ナノインプリンティング」が 3社となっ

ている。 

域内、域外別に見ると、東北域内では全回答企業数が 3 社のため、項目間での差を見出

すのは難しいが、東北域外では「化学的・バイオ表面的修飾技術」と回答した企業の方が

多くなっている。 



Q11．Q6 で「バイオ・化学ＭＥＭＳ」を選択した企業が課題と考えている技術 

全体（複数回答、回答企業数 19 社）（単位：社） 
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 東北域内（複数回答、回答企業数 7社）（単位：社） 
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 東北域外（複数回答、回答企業数 12 社）（単位：社） 
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Q6 で「バイオ・化学ＭＥＭＳ」を選択した企業が課題と考えている技術について、全体

では「化学的・バイオ表面的修飾技術」が 14 社、「ナノインプリンティング」が 13社とほ

ぼ同数となっている。域内、域外別に見ても、ほぼ同数となっており、同様の傾向を示し

ている。 
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Q12．Q6 で「熱流体素子ＭＥＭＳ(パワーＭＥＭＳ)」を選択した企業が現在手がけている技

術(一部掲載) 

（東北域内）（自由回答、回答なし） 

 

Q12．Q6 で「熱流体素子ＭＥＭＳ(パワーＭＥＭＳ)」を選択した企業が現在手がけている技

術(一部掲載) 

（東北域外）（自由回答、回答企業数３社） 

 

・インクジェット 

 

Q12．Q6 で「熱流体素子ＭＥＭＳ(パワーＭＥＭＳ)」を選択した企業が課題と考えている技

術(一部掲載) 

（東北域内）（自由回答、回答企業数２社） 

 

・量産化技術 

 

Q12．Q6 で「熱流体素子ＭＥＭＳ(パワーＭＥＭＳ)」を選択した企業が課題と考えている技

術(一部掲載) 

（東北域外）（自由回答、回答企業数６社） 

 

・精度 

・安定性、耐久性 

・マイクロポンプ、流路等の小型化、薄型化 

・センサ等への電力供給技術。必ずしも大きな電力ではないが電池レス化をはかりたい。 
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Q13．Q6 で「マイクロアクチュエータ」を選択した企業が現在手がけている技術(一部掲載) 

（東北域内）（自由回答、回答企業数４社） 

 

・静電アクチュエータ 

・圧電アクチュエータ 

・医療用 
 

Q13．Q6 で「マイクロアクチュエータ」を選択した企業が現在手がけている技術(一部掲載) 

（東北域外）（自由回答、回答企業数６社） 

 

・ナノ精度加工技術 

・静電アクチュエータ 

・インクジェットプリンタ用ヘッド 

・流体制御（インクジェット） 

・薄膜圧電アクチュエータ 

 

Q13．Q6 で「マイクロアクチュエータ」を選択した企業が課題と考えている技術(一部掲載) 

(東北域内)（自由回答、回答企業数７社） 

 

・精度 

・微細化技術 

 

Q13．Q6 で「マイクロアクチュエータ」を選択した企業が課題と考えている技術(一部掲載) 

(東北域外)自由回答、回答企業数 11 社） 

 

・より一層の微細化 

・接点信頼性技術 

・インクジェットヘッドの低コスト化、高精度化 

・アクチュエータのパワー、ストローク増大 

・機能性材料形成 

 

Q14・Q6 で「その他」を選択した企業が現在手がけている技術(一部掲載) 

(東北域内)（自由回答、回答企業数２社） 

 

・接合技術 

・高アスペクトチャネル形成技術 
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Q14・Q6 で「その他」を選択した企業が現在手がけている技術(一部掲載) 

(東北域外)（自由回答、回答企業数１社） 

 

・ＭＥＭＳ加工一般で特殊技術無し 

 

Q14・Q6 で「その他」を選択した企業が課題と考えている技術技術(一部掲載) 

(東北域内)（自由回答、回答企業数２社） 

 

・異様材料の高精度接合 

・すべての複合化技術 

 

Q14・Q6 で「その他」を選択した企業が課題と考えている技術技術(一部掲載) 

(東北域外)（自由回答、回答企業数３社） 

 

・マイクロパーツの開発 
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Q15．ＭＥＭＳ(微細加工)に関連した工程について、現在手がけている技術 

全体（複数回答、回答企業数 46 社）(単位：社) 
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東北域内（複数回答、回答企業数 16 社）(単位：社) 
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東北域外（複数回答、回答企業数 30 社）(単位：社) 
3 0 
2 5 
2 0 
1 5 
1 0 

5 
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ＭＥＭＳ(微細加工)に関連した工程について、現在手がけている技術では、「エッチング

工程」（36社）が最多であるが、「接合技術」、「実装工程」(ともに 33 社)、「成膜工程」、「フ

ォトリソグラフィ工程」(ともに 32社)もほぼ同数で並んでいる。 

域内、域外別に見ると、上位項目の傾向は「エッチング工程」、「実装工程」等、東北域

内、域外ともほとんど同様の傾向を示しているが、東北域外においては「接合工程」が「エ

ッチング工程」と並んで最多となっているのに比し、東北域内では比較的順位が低くなっ

ている。
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Q15．ＭＥＭＳ(微細加工)に関連した工程について、課題と考えている技術 

全体（複数回答、回答企業数 50 社）(単位：社) 
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 東北域内（複数回答、回答企業数 14 社）(単位：社) 
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 東北域外（複数回答、回答企業数 36 社）（単位：社） 
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ＭＥＭＳ(微細加工)に関連した工程において、課題と考えている技術では、全体につい

ては「実装工程」（36 社）、「測定・評価工程」（32 社）、「エッチング工程」(31 社)、「接合

工程」（29社）に回答が集まっている。 

域内、域外別に見ても、上位項目は順位に多少の差はあるものの、東北域内、域外とも

に全体と同様の傾向を示している。 

 55



Q16．Q15 で「成膜工程」を選択した企業が、現在手がけている技術 

全体（複数回答、回答企業数 27 社）(単位：社) 
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東北域外（複数回答、回答企業数 16 社）（単位：社） 
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Q15 で「成膜工程」を選択した企業が、現在手がけている技術については、「平滑・低残

留応力薄膜形成技術」（17 社）が最多であり、次いで「機能性材料厚膜形成技術」、「低スト

レス・高耐久性薄膜形成技術」、（14 社）と続いている。 

域内、域外別に見ると、東北域内では「三次元形状表面上成膜技術」が他の項目と比し

回答が少なくなっている。東北域外では他の項目と比し、「平滑・低残留応力薄膜形成技術」

への回答が若干多くなっている。 
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Q16．Q15 で「成膜工程」を選択した企業が、課題と考えている技術 

全体（複数回答、回答企業数 31 社）(単位：社) 
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東北域内（複数回答、回答企業数 12 社）(単位：社) 
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Q15 で「成膜工程」を選択した企業が、課題と考えている技術については、全体ではどの

項目についても、ほぼ同数となっている。域内、域外別に見ても同様の傾向となっている。 
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Q17．Q15 で「エッチング工程」を選択した企業が現在手がけている技術 

全体（複数回答、回答企業数 37 社）(単位：社) 
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 東北域内（複数回答、回答企業数 12 社）(単位：社) 
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東北域外（複数回答、回答企業数 25 社）(単位：社) 
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Q15 で「エッチング工程」を選択した企業が現在手がけている技術について、全体では「デ

ィープドライエッチング技術」（25社）、「高アスペクト比貫通孔形成技術」(18 社)、「高精

度微細エッチング技術」（18 社）等の回答が多くなっている。 

域内、域外別に見ると、東北域内、域外とも最多の「ディープドライエッチング技術」

を始めとして上位 3 項目は同様の内容であるが、東北域外では「大面積均一エッチング技

術」が比較的上位に来ているのに対し、東北域内では下位の回答となっている。 
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Q17．Q15 で「エッチング工程」を選択した企業が課題と考えている技術 

全体（複数回答、回答企業数 38 社）(単位：社) 
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東北域内（複数回答、回答企業数 10 社）(単位：社) 
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東北域外（複数回答、回答企業数 28 社）(単位：社) 
2 0 

1 5 

 

 
5 

0 

 

 

 

 

 

 

Q15 で「エッチング工程」を選択した企業が課題と考えている技術について、全体では、

「高アスペクト比貫通孔形成技術」(24 社)が 最多となっており、次いで「ディープドライ

エッチング技術」（23 社）、「立体構造上へのパターン形成技術」が続いている。 

域内、域外別に見ると、東北域内ではどの項目もほぼ同数の回答となっているが、域外

では｢高アスペクト比貫通孔形成技術｣、「ディープドライエッチング技術」、「立体構造上

へのパターン形成技術」への回答が若干目立っている。 



Q18．Q15 で「測定・評価工程」を選択した企業が現在手がけている技術 

全体（複数回答、回答企業数 29 社）(単位：社) 
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東北域内（複数回答、回答企業数 11 社）(単位：社) 
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 東北域外（複数回答、回答企業数 18 社）(単位：社) 
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Q15 で「測定・評価工程」を選択した企業が現在手がけている技術について、全体では「形

状測定技術」（22 社）が最多となっており、次いで、「強度等デバイス特性評価技術」(15

社)が続いる。「生体情報評価技術(バイオ)」への回答は 3社と全体的に少ない。 

域内、域外別に見ると、東北域内、域外とも「形状測定技術」が最多となっており、以

下の順位も同様となっている。 
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Q18．Q15 で「測定・評価工程」を選択した企業が課題と考えている技術 
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全体（複数回答、回答企業数 39 社）（単位：社） 
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性東北域外（複数回答、回答企業数 27 社）（単位：社） 
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Q15 で「測定・評価工程」を選択した企業が課題と考えている技術について、全体では「シ

ステム信頼性評価技術」、「強度等デバイス特性評価技術」（ともに 24 社）が最多となって

いる。次いで、「形状測定技術」（20 社）が続いている。 「生体情報評価技術(バイオ)」

への回答は７社と全体的に少ない。 

域内、域外別に見ると、「生体情報評価技術」（バイオ）は、東北域内では 5 社と他の項

目とほぼ同数の回答を集めているのに対し、東北域外では他の項目に比し、かなり少なく

なっている。 



Q19．Q15 で「実装工程」を選択した企業が現在手がけている技術 

①接合技術 

全体（複数回答、回答企業数 26 社）（単位：社） 
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 東北域外（複数回答、回答企業数 17 社）（単位：社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q15 で「実装工程」を選択した企業が現在手がけている技術について、接合技術の場合、

全体では、「低温接合技術」が 22 社、「高精度位置決め技術」が 18 社となっている。 

域内、域外別に見ると東北域内、域外とも、「低温接合技術」への回答が若干多くなって

いる。 

 

 62



Q19．Q15 で「実装工程」を選択した企業が課題と考えている技術 

①接合技術 

全体（複数回答、回答企業数 37 社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 26 社）（単位：社） 
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Q15 で「実装工程」を選択した企業が課題と考えている技術について、接合技術の場合、

「低温接合技術」が 31社、「高精度位置決め技術」が 26社となっている。 

域内、域外別に見ると、東北域内では「高精度位置決め技術」が 10社、「低温接合技術」

が 8 社となっているのに対し、東北域外では「低温接合技術」が 23 社、「高精度位置決め

技術」が 16 社と、回答の集まりについて反対の傾向を示している。 



Q19. Q15 で「実装工程」を選択した企業が現在手がけている技術 

②組立技術 

全体（複数回答、回答企業数 17 社）（単位：社） 
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 東北域外（複数回答、回答企業数 12 社）（単位：社） 
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Q15 で「実装工程」を選択した企業が現在手がけている技術について、組立技術の場合、

17 社が「ＭＥＭＳ・半導体共存の接合・組立技術」と回答した。域内、域外別に見ると、

東北域内では 5社から、域外では 12 社から「ＭＥＭＳ・半導体共存の接合・組立技術」へ

の回答があった。 

 64



Q19. Q15 で「実装工程」を選択した企業が課題と考えている技術 

②組立技術 

全体（複数回答、回答企業数 34 社）（単位：社） 
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Q15 で「実装工程」を選択した企業が課題と考えている技術について、組立技術の場合、

全体では、34 社が「ＭＥＭＳ・半導体共存の接合・組立技術」と回答した。域内、域外別

に見ると、東北地域では 10 社から、東北域外では 24 社から「ＭＥＭＳ・半導体共存の接

合・組立技術」への回答があった。 
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Q19．Q15 で「実装工程」を選択した企業が現在手がけている技術 

③パッケージ技術 

全体（複数回答、回答企業数 28 社）（単位：社） 
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東北域内（複数回答、回答企業数 10 社）（単位：社） 
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東北域外（複数回答、回答企業数 18 社）（単位：社） 
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Q15 で「実装工程」を選択した企業が現在手がけている技術について、パッケージ技術の

場合、全体では「封止技術」が 22 社、「カッティング技術」が 11社、「高度実装技術」が 9

社、「トリミング技術」が 4社となっており、「封止技術」に回答が集まった。 

域内、域外別に見た場合、東北域内、域外とも「封止技術」が最多となった。 
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Q19．Q15 で「実装工程」を選択した企業が課題と考えている技術 

③パッケージ技術 

全体（複数回答、回答企業数 42 社）（単位：社） 
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東北域内（複数回答、回答企業数 14 社）（単位：社） 
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Q15 で「実装工程」を選択した企業が課題と考えている技術について、パッケージ技術の

場合、「封止技術」が 31社、「高度実装技術」が 23 社、「トリミング技術」が 19社、「カッ

ティング技術」が 18 社の順となっている。 

域内、域外別に見ると、東北域内ではどの項目においてもほぼ同数の回答となったが、

東北域外では「封止技術」（21社）に回答が集まった。 



Q20．ＭＥＭＳ技術・研究開発に必要な市場動向や技術動向の入手先 

（複数回答、回答企業数 65 社）（単位：社） 
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ＭＥＭＳ技術・研究開発に必要な市場動向の入手先については、「新聞・専門誌・ネット

等」(56 社)が最多となっている。次いで、「ＭＥＭＳパークコンソーシアム情報」(31 社)、

「取引先企業」(29 社)と続いている。 

 

Q20.ＭＥＭＳ技術・研究開発に必要な市場動向や技術動向の入手先 

（複数回答、回答企業数 69 社）（単位：社） 
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ＭＥＭＳ技術・研究開発に必要な技術動向の入手先については、「大学・学会など」(57

社)が最多となっている。次いで、「新聞・専門誌・ネット等」(52 社)、「ＭＥＭＳパークコ

ンソーシアム情報」(51 社)と続いている。 

 

Q20．ＭＥＭＳ技術・研究開発に必要な市場動向や技術動向の入手方法 

（複数回答、回答企業数 66 社）（単位：社） 
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ＭＥＭＳ技術・研究開発に必要な市場動向や技術動向の入手方法では、「自社自らの市場

調査など(能動的な入手)」(40 社)が最多となっている。次いで、「産学官連携活動を通じて」

（37社）、「取引や開発依頼を通じて(受動的な入手)」（34 社）と続いている。 
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ファウンドリサービスについて 

 

Q21．ファウンドリサービス利用の有無 

全体（回答企業数 68 社） 
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ファウンドリサービス利用の有無については、「利用したことがある」、「利用したこと

はないが、今後利用したい」を合わせると全体の 6割程度にのぼっている。 
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Q21．ファウンドリサービス利用の有無 

東北域内（回答企業数 21社） 
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東北域外（回答企業数 47社） 
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ファウンドリサービス利用の有無については、東北域内、域外とも「利用したことがあ

る」、「利用したことはないが、今後利用したい」を合わせると全体の 6 割程度にのぼって

いる。 
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Q22．ファウンドリサービスを使って、ＭＥＭＳ中小企業がデバイスの企画・製造を行うた

めに必要なこと 

（複数回答、回答企業数 65 社）（単位：社） 
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「大学等による技術支援」(37 社)が最多となっている。次いで、「ファウンドリサービス

を使った成功事例の創出」(34 社)、「ＭＥＭＳ部品ユーザーとの共同開発」(31 社)と続い

ている。 

 

Q23．技術戦略マップについて 

（回答企業数 71 社） 
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技術戦略マップについて、「参考になった」とした企業は 44社、「参考にならなかった」

とした企業は 12 社であった。 
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Q24．技術戦略マップを利用しやすくするために必要な取り組みについて 

（複数回答、回答企業数 57 社）（単位：社） 
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技術戦略マップを利用しやすくするために必要な取り組みについて、「機能別ＭＥＭＳ

技術戦略ロードマップの作成」(27 社)、「産業分野別ＭＥＭＳ技術戦略ロードマップの作

成」（23 社）、｢ＭＥＭＳ技術要素のロードマップの作成｣（18 社）となっており、「機能別

ＭＥＭＳ技術戦略ロードマップの作成」が最多となってはいるものの回答が分散した。 
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（４）ヒアリング調査結果 
東北地域を中心に、ＭＥＭＳ未参入企業、ＭＥＭＳ参入企業、ＭＥＭＳ実用化企業を対

象に、各社のＭＥＭＳにおける取り組み状況、ＭＥＭＳ技術ロードマップの内容への意見

についてヒアリングを行った。 

 

１）ヒアリング実施企業 

ヒアリング企業の区分は、東北地域のＭＥＭＳ未参入企業８社、東北地域のＭＥＭＳ参

入企業４社、東北地域外のＭＥＭＳ参入企業２社、東北地域のＭＥＭＳ実用化企業が１社、

東北地域外のＭＥＭＳ実用化企業１社となっている。また、ＭＥＭＳ技術ロードマップに

へのアドバイスについて企業２社および関連研究機関１機関にヒアリングを行った。 

No ヒアリング企業 ＭＥＭＳ区分 企業・機関数

１ 東北地域のＭＥＭＳ未参入企業 ８社 

２ 東北地域のＭＥＭＳ参入企業 ４社 

３ 東北地域のＭＥＭＳ実用化企業 ２社 

４ 東北地域外のＭＥＭＳ参入企業 ２社 

５ 東北地域外のＭＥＭＳ実用化企業 １社 

６ ＭＥＭＳ技術ロードマップについてのアドバイス ２社および

１機関 

 

２）ヒアリング内容 

 ヒアリング内容を下記に示す。 

 

＊東北地域のＭＥＭＳ未参入企業 

No ヒアリング内容 

１ 企業グループとしてはＭＥＭＳ製品の開発に取り組んでいるが事業化には至っ

ていない。今後、ＭＥＭＳ製品を開発した際、グループ企業としてＭＥＭＳ製品

を量産化する可能性あり。その際、対応が取れるようにＭＥＭＳを研究していき

たい。 

[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

現在ＭＥＭＳには取り組んでいないため、ＭＥＭＳ技術ロードマップについて

は、特に具体的な意見はなかった。 

２ ＭＥＭＳは、事業化するという立場ではなく、ＭＥＭＳユーザーとしての立場で

ある。 

[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

経済産業省のＭＥＭＳロードマップは非常に参考になった。産業別ＭＥＭＳ技術

戦略ロードマップを希望する。 

３ ＭＥＭＳには、まだ取り組んでいないが地域コンソーシアムにてあるセンサ分野

の開発のメンバーになっている。またＭＥＭＳ技術については非常に興味を持っ

ており、今後センサＭＥＭＳの分野に進出したいと考えている。 

[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 
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No ヒアリング内容 

ＭＥＭＳに参入できる分野を探しており、産業別技術戦略マップ、機能別技術戦

略マップに期待を持っている。特に中小企業におけるＭＥＭＳの参入分野に関す

る商品、および技術分野が示されているものを望んでいる。 

４ ＭＥＭＳに未着手であるがグループ企業ではＭＥＭＳ製品を開発中である。グル

ープにおけるＭＥＭＳの分担は未定である。 

[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

ＭＥＭＳに未着手であるため、特に具体的な意見はなかった。 

５ ＭＥＭＳ関連は、企業内グループにて行っている。今後のＭＥＭＳに関する開発

ターゲットは、車載用センサやＨＤＤ搭載機器用センサ等である。ＭＥＭＳ開発

については、グループの他部門が主体で開発を行っており、製造にまわる可能性

が高いが、ＭＥＭＳ技術にはいつでも対応できるようにしておきたい。 

[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

ＭＥＭＳロードマップに関しては、産業別、機能別、技術要素別すべて必要との

要望あり。またＭＥＭＳの市場規模のマップも必要ではないかとの指摘あり。 

デバイス開発部では、現在ＭＥＭＳ開発は行っていないため、技術的内容の話は

なかった。 

６ 当社で取り組んでいる製品について、他社から超小型のものが発売されているこ

とから、ＭＥＭＳ技術を用いた開発が急務となっている。ＭＥＭＳに活かせると

思われる技術を保有しており、現在はセンサＭＥＭＳ、ＲＦ－ＭＥＭＳ等に興味

を持っている。それらの開発に向け、大学等の支援を望んでいる。 

[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

ＭＥＭＳの技術戦略マップについては、機能別ＭＥＭＳ技術戦略マップ、および

技術要素のロードマップを希望している。 

７ 現在、ＭＥＭＳの開発には着手していない。親会社の研究所では、ＭＥＭＳに取

り組んでおり、今後、共同でＭＥＭＳに取り組む可能性はある。ビジネスチャン

スがあれば参入したいとのこと。その際は、参入分野としてセンサＭＥＭＳ、マ

イクロアクチュエータを考えている。 

[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

特に具体的な希望はないが、機能別ＭＥＭＳ技術戦略マップには興味がある。 

８ 現在ＭＥＭＳ技術を用いた製品は開発を行っていないが、ファイバーを使ったセ

ンサＭＥＭＳを将来開発したいと考えている。 

[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

技術ロードマップについては、機能別技術戦略ロードマップを望んでいる。 

＊東北地域のＭＥＭＳ参入企業 

No ヒアリング内容 

１ 現在ＭＥＭＳの研究者は事業開発本部以外に、他事業所等に 5 名程度いる。ＭＥ

ＭＳの適用商品としては、センサ、アクチュエータ等に注力している。 
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今後に向けセンサＭＥＭＳに取り組んでいるＭＥＭＳは、車載用センサ、高性

能・高精度磁気センサ等である。 
[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

経済産業省のＭＥＭＳ技術マップは非常に参考になった。ＭＥＭＳの技術戦略マ

ップは「ＭＥＭＳ技術要素のロードマップ」が必要である。 
自社でも開発に関する技術ロードマップを作成しており、ユーザーの情報を基に

したかなりのレベルのものを望んでいるようだ。 

２ 当社はＭＥＭＳを半導体デバイスとして位置付け、1995 年より圧力センサ、加速

度センサの開発に取り組んだが会社の事情により、2000 年にはこの事業を中止し

た。現在は、センサＭＥＭＳデバイスの開発を進めている。現在販売している製

品の分野において、ＭＥＭＳ技術を用いた超小型のものが開発されつつあり、Ｍ

ＥＭＳを用いた開発が急務となっている。 

[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

ＭＥＭＳの技術戦略ロードマップについては、自社で必要な分野のマップを作成

しており、産業別、機能別、要素別以外に、現時点でのＭＥＭＳ技術の把握が必

要であるとの認識に立っている（既にコンペチタとの競争レベルに入っていると

の認識である。） 
３ 企業グループの方向としてはＭＥＭＳの組織を組むことはないが、ＭＥＭＳを研

究している部署があり、事業として捉えてはいる。本社も東北地域の貢献を考え

おり、ＭＥＭＳユーザーの立場もありうる。 

ファンドリー調査を行っているが、あまりよい結果は得られていない。人材がい

れば、ファンドリーは使いたくない。 

[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

ＭＥＭＳロードマップは自社でも作っている。会社のビジョンを達成するため

に、経営方針に反映させていく予定である。（自社以外の）ロードマップに対す

る要求は特になかった。 

 

＊東北地域ＭＥＭＳ実用化企業 

No ヒアリング内容 

１ 加速度センサ、圧力センサ等、ＭＥＭＳ技術によるセンサを製造している。 
[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

特に具体的な希望はなかったが、既にＭＥＭＳを実用化しており、参入している

分野の技術に対する情報は既に所有していると考えられる。 
２ ＭＥＭＳの取り組みは、1997 年よりスタートし、2000 年より発売している。開

発製品はセンサ関連のものである。 

現在はファンドリーを目指しており、特にＭＥＭＳ製品の開発は行っていない。

ＭＥＭＳの市場については、少量多種の分野を狙っていきたい。またＭＥＭＳ部

品ユーザーとの共同開発を望んでいる。 
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[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

ＭＥＭＳパークコンソーシアムでは、ＭＥＭＳの市場規模等の情報を無償で提供

していないことが残念である。産業分野別ＭＥＭＳ技術戦略マップを望んでいる

（特にユーザーも含めた内容のもの）。 

 

＊東北地域外のＭＥＭＳ参入企業 

No ヒアリング内容 

１ ＭＥＭＳ技術を用いた製品（内容は公表せず）を開発中である。現在、ＭＥＭＳ

に関する組織はないが、各部署にＭＥＭＳのメンバーがいる。 

[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

技術戦略ロードマップは、機能別技術戦略マップを望んでいる。 

２ 現在、バイオ化学ＭＥＭＳ分野、センサＭＥＭＳ分野、熱流体素子ＭＥＭＳの分

野での研究開発を行っている。 

バイオ化学ＭＥＭＳの分野において、現在注目されているのは、生体検査の分野

であり、特に血液中の検査である。ＭＥＭＳを使って製品に適用するには、ある

程度の数量が出ないと投資と回収ができない（4,000～5000 台）。但し消耗品の場

合はその限りではない（それを使用する装置さえあれば、ある程度の期間は確実

な需要を見込むことが可能であるため。その場合は、コストをいかに安くするか

が課題）。また装置本体に搭載する場合は、ＭＥＭＳ製品の価格が高くともそれ

ほど問題はない。 

[ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

特に具体的な意見はなかった。 

 

 

 

＊東北地域外のＭＥＭＳ実用化企業 

No ヒアリング内容 

１ 当社では光ＭＥＭＳにおける開発・製品化に関わっている。 
 [ＭＥＭＳ技術ロードマップ関連について] 

現在、光ＭＥＭＳの情報、家電分野における開発に取り組んでいるが、今後は自

動車、産業機器、エンターテインメントの分野に進出したい。またＲＦ－ＭＥＭ

Ｓの分野にも広げていきたい。 

ＭＥＭＳ技術戦略マップは、客先動向と合わせて開発の方向性が見えてきて参考

になった。 

技術戦略マップは、特に機能別ＭＥＭＳ技術ロードマップを希望している。 
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＊ＭＥＭＳロードマップについてのアドバイス 

No ヒアリング内容 

１ ＜パワーＭＥＭＳについてのアドバイス＞ 

1.ＭＥＭＳロードマップにおいて、特にＭＥＭＳデバイスについては、過度の期

待を持たせる表記が多い。例えば、ＭＥＭＳデバイスのニーズが現在ほとんど

ないものを、いかにも「ニーズがある」ように記述している。 

 市場のニーズがあり、ＭＥＭＳ技術を用いないと設計が可能ではないＭＥＭＳ

デバイスを「技術ロードマップ」として提供することが必要ではないか。 

2.パワーＭＥＭＳの対応部品例 

・メタノール直接型燃料電池(ＤＭＦＣ) 

  携帯電話やノートパソコン等のモバイル機器の普及とともに、より小型で大容

量な電池・電源が求められおり、次世代のモバイル電源として最も期待されて

いるのがメタノール直接型燃料電池(ＤＭＦＣ)であり、燃料として水素の代わ

りにメタノール水溶液を供給し、空気極で起こる酸素還元反応を利用したもの

である。 

マイクロバルブ・マイクロポンプがＭＥＭＳの対応部品であり、「メタノール

濃度センサ」、「薄型セパレータ」、「低消費電力化」、「詰まりや漏れの信頼性」

が主要な課題である。 

・燃料改質器付燃料電池 

炭化水素系燃料を改質して水素を発生させ、その水素をセルに供給して発電す

るシステムであり、「メタノール改質マイクロリアクタ」、「一酸化炭素除去マ

イクロリアクタ」がＭＥＭＳの対応部品である。「マイクロ触媒燃料器」、「マ

イクロバルブ」、「マイクロポンプ」、「流体パッケージング」、「システム化」、

「信頼性」が主要な課題である。 

3.東北地域における今後のＭＥＭＳデバイスのターゲットについては、ＭＥＭＳ

を設計できる企業が、自社で製造しなくともよいＭＥＭＳ部品を東北地域の中

小企業にアウトソーシングする例が考えられる。 

 また、大企業では市場規模が小さく参入しないＭＥＭＳ部品をターゲットにす

ることも有効ではないか。 

２ ＜通信分野におけるＭＥＭＳデバイス＞ 

① パッシブ（電圧等を印加しない）な歪センサとその歪量をＲＦ－ＩＤタグ等

により、送受信を行う。 

ストレーンゲージは、例えば誘電体のような、歪に対して相転位を用いて信

号を取り出すような材料を考えている。従来用いられているストレーンゲージ

は、電圧を印加し、歪に対して抵抗値の変化を、電圧を印加して検出している。

これをパッシブなセンサを建築物の壁等の中に埋め込み、ＲＦ－ＩＤタグを用

いて外部より電源を供給することで、歪量をＲＦ－ＩＤより送信させ、受信タ

ーミナルで監視し、地震等による歪が生じた場合、その信号を検出する。 
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② ＷＤＭ、ＴＤＭに用いられる光スイッチであるが、非常に価格が高いので、

一般的には使用できない。安価なものがあるとよい。 

＜通信分野で今後必要となる技術＞ 

「ユビキタスネットワーク」においてＲＦ－ＩＤを実用化する方法であり、そ

れと関連して気象センサ（温度センサ、湿度センサ、等）、環境センサ（Ｏ3セ

ンサ、ＣＯ2センサ、ＮＯ2センサ等）のデータをＲＦ－ＩＤにて送受信するユ

ビキタスセンサネットワークが今後有望である。 

「ユビキタスネットワーキングフォーラム」、「Ｌｉｖｅ Ｅ プロジェクト」等

で上記の技術が検討されている。 

＜その他のＭＥＭＳ＞ 

① マイクロＭＥＭＳ電源 

② ＭＥＭＳ指紋センサ 

③ セキュリティの分野でエントリーキー（イモビライザ） 

④ ネットワークロボット 

等が考えられる。 

３ ＜バイオ、医療分野におけるＭＥＭＳデバイス＞ 

バイオ化学ＭＥＭＳの「ＤＮＡマイクロチップ」等に関しては、ＤＮＡ治療等

が必要にならない限り、ＤＮＡマイクロチップは少量しか実用化できない。バ

イオＭＥＭＳが実用化される条件としては、治療に用いられる製品であること

があげられる。従って、現在注目されるバイオ化学ＭＥＭＳは、血液の検査（糖

尿病等）関連であり、現在血液を 20ｍｌ採取し、検査機関に持ち込む方法がと

られているが、1.5μl の採取で、1.5sec で判定するバイオ化学ＭＥＭＳ（マ

イクロ流路）が有望と考えられる。 

 

○技術ロードマップへの意見について 

① 東北地域のＭＥＭＳ未参入企業 

 東北地域のＭＥＭＳ未参入企業のＭＥＭＳ技術ロードマップに対する意見は、機能別技

術ロードマップ、産業別技術ロードマップどちらも望む企業もあった。その他には、技術

要素ロードマップ、中小企業におけるＭＥＭＳの参入分野に関する商品、技術分野が示さ

れているものを望む企業もあった。 

 東北地域のＭＥＭＳ未参入企業は、親会社、グループ企業においてＭＥＭＳに取り組ん

でいる企業が 4 社、親会社やグループ会社を持たない独立系の企業が 3 社、非製造業が 1

社であり、親会社、グループ企業においてＭＥＭＳに取り組んでいる企業については、技

術ロードマップに対する考え方は実質的にＭＥＭＳ参入企業と類似すると思われる。独立

系の企業は、ＭＥＭＳにこれから参入するという場合が多く、現段階では特にＭＥＭＳ技

術ロードマップに対して意識を持っているという企業は少なかった。 
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② 東北地域のＭＥＭＳ参入企業 

東北地域のＭＥＭＳ参入企業については、ＭＥＭＳ開発に関する技術ロードマップを作

成している企業もあり、既にコンペチタとの競争レベルであると考えられる。特にユーザ

ーの情報をもとに具体的な特性レベルの技術ロードマップを要求した企業もある。 

 

③ 東北地域ＭＥＭＳ実用化企業 

 1 社は現在、量産中であり、ユーザーの情報等は既に入手済みであるため、特に技術ロー

ドマップに対する関心度は低かった。他の 1社は、実用化したが、用途開発が必要であり、

また他の分野への参入を考えているため、産業分野別ロードマップを希望している。 

 

④ 東北地域外のＭＥＭＳ参入企業 

 東北地域外のＭＥＭＳ参入企業については、既に参入している分野におけるＭＥＭＳ技

術ロードマップには興味を示さず、今後参入希望の分野へのＭＥＭＳ技術ロードマップを

望んでいる。1社は、機能別ロードマップが希望であった。 

 

⑤ 東北地域外のＭＥＭＳ実用化企業 

 東北地域外のＭＥＭＳ参入企業は、特に機能別ＭＥＭＳ技術ロードマップを希望してい

るとの意見であった。
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第３章．ＮＥＸＵＳのロードマップについて 
 
ユーザーとサプライヤーの擦り合わせによりＭＳＴ（ＭＥＭＳ）ロードマップを作成し

ている EU の NEXUS(Network of Excellence in Microsystems Technology)におけるその

活動については、本調査と関連する部分が大きいと思われることから、NEXUS のロードマ

ップの詳細について整理する。 
 
（１）ＮＥＸＵＳ(Network of Excellence in Microsystems Technology)とは 

欧州委員会（European Commission）の資金援助を受け、各産業界のＭＥＭＳユーザ

ー企業とＭＥＭＳサプライヤー企業を結びつけるネットワーキング活動を展開している非

営利団体である。1998 年 10 月に組織としての活動をスタートしており、ＭＥＭＳユーザ

ーとサプライヤーが効果的に情報交換できる場を提供している。 
 
１）ユーザー・サプライヤー・クラブとロードマップ 
様々な産業分野ごとにＭＥＭＳのユーザー・サプライヤー・クラブ(ＵＳＣ) 及びワーキ

ンググループ(ＭＷＧ) が組織され、効果的に情報交換が行われており、ＮＥＸＵＳの活動

の中心を担っている。これらの場における情報交換により、サプライヤーはユーザーのニ

ーズを把握することができ、また、ユーザーはＭＥＭＳ技術やデバイスの最新の動向を掴

むことが可能となる。 
ユーザー・サプライヤー・クラブの産業分野は、自動車、情報通信、家電、工業プロセ

ス制御、医療・薬品など多岐に渡る。ワーキンググループにおいては、それぞれの事業領

域ごとに共通して影響を及ぼすＭＥＭＳの設計モデルシミュレーション、ＭＥＭＳのパッ

ケージング等について、技術的、ビジネス的問題を論議し、その内容を周期的な市場分析

及び、アプリケーション・技術ロードマップの作成に反映している。 
ＮＥＸＵＳのロードマップ作成活動にあたっては、マイクロ・ナノテクノロジー産業の

様々な領域を代表する 120 人以上の専門家が参加している。 
 
２）ロードマップ作成の流れと特徴 

 
ＮＥＸＵＳの技術ロードマップは、以下の 5 つを狙いとして作成されている。 

① ＭＳＴ（ＭＥＭＳ）ユーザー企業、メーカー企業、装置製造企業に経営戦略の指針とビ

ジネス情報を提供する。 
② ＭＳＴ開発者と設計者のために、最新の研究トピックスを特定する。 
③ 最新の研究プログラムの範囲を明示することにより、資金援助を受けやすくする。 
④ 将来の研究プロジェクトにおける連携パートナーを見つけやすくする。 
⑤ 異なる産業分野の企業に、ＭＳＴの自社の製品に対する有効性を理解してもらうことに

より、組織運営を円滑にする。 
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また、ＮＥＸＵＳでは、以下の手順に従って、ロードマップが作成されている。 
① ユーザー・サプライヤー・クラブ（ＵＳＣ）による機能のトレンド、要求の特定 
② 関連ＭＳＴ（ＭＥＭＳ）デバイスの特定 
③ デバイス開発トレンドの予測 
④ 要求されている機能を達成するために必要となる技術開発 
 
（THE NEXUS ｢Product－Technology Roadmap For MicroSystems｣より作成） 
 
ＮＥＸＵＳのロードマップは、市場の発展動向、機能・アプリケーションのトレンド、

製品のトレンド、技術開発動向、製品開発動向を考察し、また、それらの相互作用をシミ

ュレートすることにより製品動向と技術計画を連関させているが、この方法はフィリップ

ス社のロードマップと類似しており、ＳＩＡ（米国半導体工業会）による半導体と光電子

工学、パッケージング技術のためのロードマップのような、技術要素にフォーカスしたも

のとは形式が異なっている。ロードマップの期間としては、短いもので 5 年以内、長期ビ

ジョンになると 5～8 年、ある分野においては 15 年のものもある。 
分析報告の冒頭では、ＭＥＭＳ産業を取り巻く状況を俯瞰するため、現代社会の様々な

問題や趨勢(人口増加、移動需要の増加、ユビキタス／知能環境への需要増加、自然資源の

枯渇など)が「メガトレンド」として挙げられ、それに伴って想定される結果、潜在的な要

求とともにそれに対してのＭＥＭＳ・ＭＳＴの適用可能性、あるいは脅威が示されている。 
このように視点をＭＥＭＳの技術要素から一歩発展させ、社会の潮流とＭＥＭＳをリン

クさせている点に特色が見られる。 
 
メガトレンド（現代社会の潮流）(一部) 

現代社会の潮流 想定される結果 潜在的な要求 ＭＥＭＳ、ＭＳＴへ

の機会、脅威 
人口増加 
（2010 年までには

70 億人、2050 年まで

には 90億人なると予

想） 

・飢餓、欠乏 
・紛争、対立 
・病気(新型・伝染性) 
・住宅の不足 
・ヘルスケア 
・バイオタグ 

・食料供給の増加 
・新たな水源 
・より効率的な農業 
・新たな産業と雇用 
・新たな健康診断法

・新薬 
 
 

・センサ 
・バイオセンサ 
・ナノテクノロジー 

移動需要の増加 ・自動車の増加 
・航空機の巨大化 
・高度な安全性 

・効率的な燃料 
・低コスト輸送機器 
・インフラの進歩 
・グローバルな交通

管理 

・センサ 
・ＩＭＵ(慣性センサ

ユニット) 
・ＧＰＳ 
・燃料電池 
 
 

ユビキタス／知能環

境への需要増加/ 
・あらゆる人、あら

ゆるものがネット

ワークに接続可能 
 
 
 

・インターフェース

の標準化 
インフラのネット 
 
 

 

・ＲＦ－ＭＥＭＳ 
・ＭＯＥＭＳ 
・センシングデバイ 
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な状況 
・メディア、情報に

すぐアクセスでき

る状況 

ワーク化 
 

ス 
・アクチェータ 
・ディスプレイ 

セキュリティ意識の

高まり(9.11 以降) 
・国防意識の高まり 
・持続的な監視シス

テム 
・パーソナル ID 

・探知、モニタリン

グシステムの増加 
・バイオ検知システ

ム 
 

・センシングシステ

ム 
・バイオセンサ 

自然資源の枯渇 ・新しいエネルギー

源 
・資源を巡る世界的、

地域的争い 
・より効率的な生産

活動 
・リサイクル 
・二酸化炭素削減 

・効率的なエネルギ

ー炉 
・代替エネルギー資

源(太陽、風、波) 

・低電力ＭＥＭＳ／

ＭＳＴ 
・エネルギー源 
・モニタリング／セ

ンシングシステム

(リモートセンシン

グを含む) 
 

（THE NEXUS ｢Product－Technology Roadmap For MicroSystems｣の分類によ

る） 
 

 
（２）ロードマップの内容 
分析報告書（THE NEXUS ｢Product－Technology Roadmap For MicroSystems｣）で

は、産業分野は「自動車」、「マルチメディアと周辺機器」、「通信」、「製薬」、「医療デバイ

ス」、「航空・防衛・宇宙」、「ライフスタイル」(レクリエーション、リラクゼーション、エ

ンターテインメント等)で区分され、それぞれの分野ごとにセクションで分けられている。 
まず、各産業分野の冒頭では、アプリケーションの機能動向や業界構造が示される。例

えば自動車分野では、エンジン駆動部、車台部分、車体部分と部位別にアプリケーション

が区分され、さらにそれぞれのセクションにおいて、そのアプリケーションの機能のトレ

ンド、ＭＥＭＳデバイス搭載の可能性、ＭＥＭＳ技術の現状、開発動向が示され、市場の

動向とＭＥＭＳデバイスの可能性について知ることができるようになっており、それを受

けてロードマップが作成されている。 
また、マルチメディアと周辺機器では、アプリケーションとしてインクジェット、デー

タストレージ、マイクロディスプレイがあげられており、同様にそれぞれのアプリケーシ

ョンのセクションごとに現在のＭＳＴ技術動向と採用動向が示されている。  
ここでは、ロードマップ作成の流れとして、アンケート結果において「今後取り組みた

いと考えている分野」として回答の多かった自動車、通信分野を例にとって、ＮＥＸＵＳ

のＭＥＭＳ市場予測の方法について整理していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 

 83



１）自動車 
 自動車分野は、エンジン駆動部、車台部分、車体と部位別にアプリケーションが分類さ

れており、それぞれについて、機能のトレンド、ＭＥＭＳデバイス搭載の可能性、ＭＥＭ

Ｓ技術の現状、開発動向が示され、市場の動向とＭＥＭＳデバイスの可能性が提示されて

いるが、ここでは、自動車全体における今後の動向、アプリケーションのトレンド、技術

課題、ＭＥＭＳの搭載状況について整理した。 
 
①自動車産業における今後の動向 
今後の開発にあたってのキーワードとしては、「排気ガスの削減」、「燃費の向上」、「安

全性」、「セキュリティ」が挙げられている． 
その根拠のひとつとしては、ヨーロッパの自動車メーカーが 2008 年までに二酸化炭素の

排出量を 1ｋｍあたり平均 180g から 140g に削減することを義務付けられていることがあ

る。       
42V 電圧システム（自動車の電源電圧を現行の 12Ｖから 42Ｖに上げることで電源不足の

解消や省燃費化、高電圧駆動の新機能を付加することが可能になる）は 2008 年あたりから

本格化すると見られているが、この義務付けによりその搭載が加速されると見られる。2012
年までには、アメリカの 3 分の 1 の自動車が 42Ｖシステムを採用するとの予想がなされて

いる。 
 

②自動車アプリケーションのトレンド 
自動車のアプリケーションにおける最も顕著なトレンドとしては以下のものが挙げられ

ている。 
○ 安全性、信頼性の向上 
○ 燃費の向上 
○ さらなる快適性とドライビングの楽しみの提供 
○ 環境問題への対応 

 
③技術的機能課題 

自動車の技術課題としては以下の要素が挙げられている。 
○ コスト削減、小型化、コンポーネントの信頼性向上 
○ 電気制御ユニットの複数機能化（そのためにはモジュール間の高度なネットワーク

化が必要） 
○ モジュールの高度複合化 
○ モジュールのさらなる集積化（そのためには熱耐性が必要） 
○ 42Ｖ電源システムの導入に向けた新しい試み 
 

これらの問題を解決するにあたり、小型で機能集積が可能なＭＥＭＳの技術が役立つと

考えられる。 
また、さまざまな報告では将来的にセンサを含む自動車の電気部品は車輌コストの 30％

程度を占めると予測されているが、ＭＳＴ（ＭＥＭＳ）が使われている車載用センサ等の

アプリケーションについても、そのマーケットが広がる可能性があると結論付けられてい

る。 
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④ＭＥＭＳの搭載の状況 

ＭＥＭＳ技術の自動車への採用状況としては、エンジンの圧力部分のセンサに既に作用

されている。また、シリンダープレッシャーセンサでは今後大きなＭＳＴ（ＭＥＭＳ）の

採用が見込まており、ＭＥＭＳの対応可能性も十分に考えられる。また、ＭＡＦ (Mass Air 
Flow)センサは燃費の向上と排ガス規制によるディーゼルエンジンの需要の高まりととも

に成長が見込まれているが、省電力と短い反応時間が要求されることからＭＥＭＳの採用

可能性が大きくなり、将来的にはＭＥＭＳが市場で大きな位置を占めるようになると予想

されている。 

また、車台部分では、ブレーキの低圧力センサに MEMS が採用されている。ただ、ブレ

ーキ温度のセンサについては、MEMS はブレーキ近くの凸凹で汚れが多い環境には不向き

なことから、少なくとも近い将来においてはＭＥＭＳは適さないと考えられている。  
 
 
２）通信分野 
通信分野においては、「RF・モバイルシステム」、「光学システム」、「衛星通信と宇宙シス

テム」、「自動車通信」でセクションが分類されているが、全体の動向では、ＭＥＭＳ／Ｍ

ＳＴ技術に関連するところが大きい三大重要分野としてＲＦ・モバイルシステム、光学シ

ステム、衛星コミュニケーションが特定されている。ここでは、「ＲＦ・モバイルシステム」

を例にとってそのロードマップ作成までの流れを見ていきたい。 
 
①ＲＦ・モバイルシステムにおけるＭＥＭＳの可能性と開発動向 

ＲＦ－MEMS 部品の情報通信分野への導入にあったては、まだ明らかでないところがあ

る。機能的な問題とともにその価格（例えば携帯電話・ＧＰＳ等では 30 セント以下が理想

とされている。）も搭載にあたっての重要な鍵となっているが、MEMS 部品のもつ小型で低

消費電力といった特性は他の競合技術に対して優位性が高いと予想されており、フィルタ

ー、マイクロスイッチ、アンテナ等のＲＦ部品の小型化に向けた開発が行われている。 
ＮＥＸＵＳのロードマップによれば、部品ではスイッチ要素のようなより複雑な構造体

に先んじて、パッシブＲＦ－ＭＥＭＳが最も商品化の可能性があり、また、アプリケーシ

ョンでは携帯電話が最も需要が高くなると予想されている(図表３－１)。 
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図表３－１通信分野とデータ変換アプリケーションにおけるＲＦ－ＭＥＭＳのロードマップ 
 
 

　
10000M

　市場規模
（販売金額）
1000M

100M

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

　　　　　　携帯電話

オフィスアプリケーション＆ロジスティ
クス（スマートカード、スマートタグ）

　　　自動車

家庭用機器、インテリジェント
ホーム（※）

　　　医療

RF　スイッチ

チューナブルコンデンサ

パッシブRF-MEMS
（誘電子）

 
 
 

製品(コンポーネント)

アプリケーション(システム)
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
※インテリジェントホーム 

セキュリティシステム、家電など家庭内の様々な機器をインターネットに接続した高度情報通信型住宅 
（出典：THE NEXUS 「Product－Technology Roadmap for Microsystems） 
 
また、例として携帯電話の今後の機能トレンドでは、以下が挙げられている。 
 
・ 指向性マイクロフォン、マイクロスピーカーの搭載 
・ 高感度センサ（音、圧力、気温、湿度、明度） 
・ ユーザーＩＤ（指紋）と本人認証センサ 
・ 診断・健康モニタリングセンサ 
・ マルチ周波数帯域操作用・自動車内用スイッチ 
・ レンズ、ディスプレイ、ビデオ等の新機能 
・ 従来のものに代わる新たな電源（燃料電池、マイクロ燃料装置） 
 

このような将来的な開発と関連する視点として、次のような図が示されている(図表３－２)。 
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図表３－２ モバイルシステムの発展と関連ＭＳＴ技術 
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光学リンク・インターコネクト
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生体認証

　　　　　アクセス許可、診断、ビデオと認証センサ

没入型/ネットワーク上型

　　　　　　大型ディスプレイ プロジェクション　ディスプレイ

カラーディスプレイ

小型化ＲＦスイッチ・パッシブ
スキャナ等

バッテリー・電源(燃料電池)

WAPモバイル＆モバイルバンキング

115kb/s-384kb/s ＞200kb/s-２Mb/s

9.6kb/s、64ｋｂ/ｓ-17kb/s

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
（出典：THE NEXUS 「Product－Technology Roadmap for Microsystems」） 

 
NＥＸＵＳによれば、将来の携帯電話は、個々のユーザーごとにそれぞれが必要とする機

能を提供するというような仕組みになると予想されている。個人対応の携帯電話には、高

度に個人化され、知能的でワイヤレスなデバイスが必要となるが、例えば医療診断（健康

チェック）、ライフスタイル、コミュニケーションインターフェースや通信などの分野のア

プリケーションは、セキュリティ、安全性、安定性、利便性を高めるために設計されたセ

ンサとアクチュエータの配列により実現可能となる。ユーザーそれぞれの嗜好に対応した

携帯機器、つまり持ち運び可能な情報基地を使って通信、情報の入手が可能になると予想

されているが、ＲＦ－ＩＤはそのようなプラットホームの基本となるであろうと考えられ

ている。 
スマートタグを含む、タグ・ＲＦ－ＩＤは、ＭＥＭＳ／ＭＳＴにとって大きな市場の機

会となり得、ＭＥＭＳ／ＭＳＴのメリットである小型化、低消費電力、集積化が生かせる

アプリケーションであると考えられている。 
ＲＦ－ＩＤとタグシステムは製品のラベリングや物流コントロールの分野で広がると見

られるが、その場合、低消費電力、高精度な信号処理と高度に集積した設計が求められる。 
 

 
（３）まとめ 

ＮＥＸＵＳのロードマップにおいては、分析報告の冒頭にイントロダクションとして、

我々を取り巻くいくつかの重要な「メガトレンド」とＭＥＭＳ／ＭＳＴへの影響を明確

に提示している。このように現代社会の潮流との関係という大きな枠の中でＭＥＭＳの

可能性をとらえることにより、様々な世界的規模の問題においてＭＥＭＳがいかに有効

な解決手段であるかを具体的にし、ＭＥＭＳの可能性をより身近なものとして考えるこ

とが可能になっている。 
 



各産業界には製品化企業、装置・部材メーカー、研究機関等、それぞれの役割を担う

各「プレイヤー」（企業）が存在するわけであるが、一般的に技術ロードマップは少数の

プレイヤーの意見を反映したものになりがちであるところ、ＮＥＸＵＳのロードマップ

の場合は、技術サプライヤーとともにユーザーも議論に加わることによって、ビジネス

領域を横断し、幅広いプレイヤーの目から見たロードマップの作成が可能になっており、

それがアプリケーション主導のビジョンを示すことにつながっている。 
わが国の現状では、ＭＥＭＳにおいて少品種大量生産型の大規模市場は限られた一部

の大手企業が占めているが、アプリケーション側の企業の要求は多種多様である。また、

ＭＥＭＳは標準化、共通化が難しくデバイスごとにプロセスを開発する必要があり、そ

の領域も自動車、情報、通信、医療・健康福祉、バイオ、家電、社会環境支援、測定機

器等多岐に渡っている。そのため、将来性が期待されるＭＥＭＳアプリケーションの方

向性を示唆することで、東北の中堅・中小・ベンチャー企業の参入を促進していくこと

を目的とする本調査の場合には、ＭＥＭＳが実際にどのような製品に搭載される可能性

があるかということが重要な情報であり、出口(アプリケーション)を明確に意識すること

が必要になる。しかしながら、ロードマップ作成において、ＭＥＭＳ製品化企業など限

られたプレイヤーの視点にもとづいた場合、どうしても技術スペックに比重が移ってし

まい、出口の明確化に必ずしも直結しないことが想定される。その場合、ユーザーの視

点をも取り入れたＮＥＸＵＳの作成方針は、本調査において意義深いものであり、ロー

ドマップ作成においてはその手法が大いに参考になると思われる。      
また、中期のロードマップはできるだけ短期間での開発を望むマーケット、アプリケ

ーション側から、長期のビジョンは技術側(有識者、研究者)から打ち出されているが、そ

のような相互補完的な役割分担も、ロードマップの精度を高める上で重要な要素となり

うると考えられ、その点も本調査にあたっての有効なヒントとなろう。 
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第４章．技術ロードマップと東北地域におけるＭＥＭＳへの参入課題 
 
（１）ロードマップ作成方針と各項目について 

 
１）ロードマップ作成方針 
 本調査における技術ロードマップ（別添）については、①アンケート調査結果において

作成を期待するロードマップの種類として「機能別ＭＥＭＳ技術戦略ロードマップ」(27 社)、

「産業分野別ＭＥＭＳ技術戦略ロードマップ」（23 社）、｢ＭＥＭＳ技術要素のロードマッ

プ｣（18 社）となっており、「機能別ＭＥＭＳ技術戦略ロードマップ」が最多となったが、

回答が分散していること、また、ヒアリング調査結果においても、「産業分野別ＭＥＭＳ技

術戦略ロードマップの作成」の要求が多かったこともふまえ、産業分野別ロードマップに

機能別ＭＥＭＳ技術戦略ロードマップの性格を併せ持ったロードマップを作成するものと

する。 

産業分野別に幅の広い記載となっているが、これは東北の企業がそれぞれの方針に基

づいて判断し、最適と思われるアプリケーションを選定するためのヒントとなり得るメ

ニューを提示することを目指したためである。 

現在、ＭＥＭＳに関する技術ロードマップについては、経済産業省、ＮＥＤＯによる「技

術戦略マップ」(平成 17年)等があり、その形式としては、ＭＥＭＳの高機能化または低コ

スト化に大きく貢献する技術、ＭＥＭＳ全般に広く貢献する基盤技術など、ＭＥＭＳ重要

技術課題を掲げ、技術マップにおいてその技術課題を大別したうえで、それぞれについて

詳細に示すという、技術スペックにフォーカスした内容となっている。 

 ただ、ＭＥＭＳメーカー側で目標技術が確立できたとしても、ＭＥＭＳが最終的にアプ

リケーションに搭載されなければ、ＭＥＭＳ市場の成長は難しい。そのため、本調査では、

実際のＭＥＭＳ製品のニーズの把握をロードマップ作成の視点の中心に据えることで、東

北地域の中堅・中小・ベンチャー企業が、自社において参入可能なアプリケーションを考

える上でより実状に即した参考資料となることを目標とした。 

 

２）各項目について 

項目は「サービス（開発コンセプト）」、「ユーザーの製品・技術・サービス課題」、「アプ

リケーション」、「ＭＥＭＳ部品例および技術課題」、「今後の技術開発課題と目標時期」か

ら構成されている。 

産業分野については、ＮＥＸＵＳ作成の技術ロードマップを参考にしながら、ＭＥＭＳ

の主要適用分野として「自動車分野」、「情報通信」、「バイオ・医療」、「エネルギー」、「産

業機械」、「福祉」、「その他（セキュリティ）」を取り上げた。 

アプリケーション内容については、企業および研究機関へのアンケートにおいて回答が

寄せられた今後取り組みたい具体的なＭＥＭＳ機能部品を参考にしながら、各産業分野に

おける大手企業の開発担当者や東北大学のＭＥＭＳ関連研究者へのヒアリングをベースに、

今後実用化の可能性があると考えられるアプリケーションを選定し記載している。 
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（２）ロードマップの内容 

 ここでは、ロードマップの項目と各産業分野におけるアプリケーションのサービス（開

発コンセプト）、およびについて説明する。 

 

１）ロードマップの項目について 

 
①「サービス（開発コンセプト）」について 

ＭＥＭＳユーザー企業、あるいはこれからまさにＭＥＭＳに取り組もうとする企業が具

体的にＭＥＭＳの可能性をイメージしやすいように、「安心」、「セキュリティ」、「安全」、

「快適」、「環境」、「健康」、「利便性」といったキーワードを設定し、各産業分野内でこれ

らのワード別にアプリケーションの分類を行った。 
 
②「ユーザーの製品・技術・サービス課題」について 
ＭＥＭＳに関連したユーザー側の企業の要求は多種多様である一方、ＭＥＭＳ技術の適

用可能な分野は非常に広範囲であることから、ＭＥＭＳ市場の可能性は大きいものと期待

される。その反面、ＭＥＭＳの特性が活かされ、高い付加価値が実現されるような有望市

場をいかに的確に把握するかが大きな課題となっており、そういった有望市場につながる

出口(アプリケーション)を明確にするには、ユーザーからの情報収集により、製品・サービ

ス・技術開発等、各産業界の今後の動向を認識し、ユーザーニーズをとらえることが重要

となる。 
 
③「アプリケーション内容」について 
 「ユーザーの製品・サービス・技術開発課題」を受けて、今後ユーザーのニーズに対応

するであろう、ＭＥＭＳ搭載可能性のあるアプリケーションを提示している。 
 
④「ＭＥＭＳ部品例および技術課題」について 
「ユーザーの製品・サービス・技術開発課題」を受けて提示された「アプリケーション」

において搭載可能性のあるＭＥＭＳ部品、またその技術的課題について掲示している。 
 
⑤「今後の技術開発課題と目標時期」について 
 全項目で示されたＭＥＭＳ部品の技術課題について、その課題解決の目標時期を線表で

指し示している。 
 
２）各産業分野におけるアプリケーションおよびＭＥＭＳ部品例および技術課題 

 

①自動車分野 
ⅰ） 安全 
事故を未然に防ぎ、安全なドライビング（アクティブセーフティ）を確保するため、車

体の様々な箇所にセンサを設置し、各機能を制御することが考えられるが、課題としては、

小型、信頼性、低価格が要求事項として挙げられる。 

 

■ 「タイヤ空気圧監視システム」 

「タイヤ空気圧監視システム」においては、圧力センサと無線部でのＭＥＭＳ部品の搭載

可能性が考えられるが、それには高温多湿な環境における信頼性、低価格、パッシブ動作、
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自己発電等が課題となる。 

研究開発時期については、現在開発が進んでいる最中であるが、自己発電は、これから

研究開発が進められるという段階であり、自己発電によってシステムの利点が見出せるか

は現在のところ不透明な状況である。また、その検証には３年程度を要すると考えられる。 

商品化時期については、２年以内と予想される。また、自己発電に関しては原理検証か

ら２年後に商品化の目途がつくと予想されている。 

 

■ ＥＳＣ(横滑り防止装置) 

 アクティブセーフティ車の向きおよび横方向の加速度を計測し、これをステアリング角

検出センサによって示される、ドライバーの運転による進行経路と比較することで動作す

る装置である。 

 ステアリング角センサには、シリコンベースのヨーレート・センサが用いられる。主な

課題としては、横加速度計とヨーレート・センサのモジュール化、耐環境性が求められる

ことである。 

ヨーレート・センサについては、既存のＭＥＭＳ部品より高性能・低コストが達成でき

ないと新規参入は難しいと考えられる。 

 

■ ＥＳＰ（電子制御スタビリティ・プログラム） 
ＥＳＰは、四輪のブレーキを個々に自動的に使用することで方向性や安定性をコンピュ

ータで自動的に制御するシステムである。 

使用されるセンサは、「ヨーレート・センサ＋横加速度センサ」であり、主な課題は、モ

ジュール化、小型化、低価格化である。 

ヨーレート・センサについては、ＥＳＣと同様、既存のＭＥＭＳ製品より高性能・低コ

ストのものができないと新規参入は難しいと考えられる。  

 
ⅱ）快適 

交通事故、渋滞などといった道路交通問題を解決し、快適なドライビングを実現する

ため、センサを用いて道路情報を管理するシステムとして、ＩＴＳ（高度道路交通シス

テム）へのニーズが高まると見られる。 
 

■ ＩＴＳ（高度道路交通システム） 

ＩＴＳは、情報技術を用いて、人とクルマと道路を結び、渋滞や交通事故などの道路

交通問題の解消を図るという最先端の交通システムであり、リアルタイムの渋滞情報と

連動した高度なナビゲーションシステムや、自動料金収受システムであるＥＴＣなど、9

つの開発分野で構成されている。新カーナビゲーションシステムにはジャイロ・センサ

の搭載可能性が期待される。 

ジャイロ・センサの主な課題としては、角速度精度、小型化、低価格化が求められる。

ジャイロ・センサの商品化については、既存のＭＥＭＳ製品より高性能・低コストのも

のができないと新規参入は難しいと考えられる。 

 
ⅲ）環境 

今後、世界的な問題として環境意識が高まるにつれて、自動車メーカーにおいても環

境対策として、適正な燃料噴射技術が求められるようになると考えられるが、その該当

アプリケーションとして、排出ガスのクリーン化・燃費向上のための電子燃料噴射シス
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テムが挙げられる。電子燃料噴射システムにおけるＭＥＭＳの搭載可能性がある部品と

してはフロー・センサがある。 

 

■ 電子燃料噴射システム 

電子燃料噴射システムは、エンジン燃焼に必要な吸入空気量をエアフローメータで計

測し必要燃料量をコントローラが決定、一定燃料圧力で制御された噴射弁の開弁時間制

御をすることで空気燃料比の形成、最適噴射量の供給を行い、燃焼排気ガス浄化を行う

システムである。 

電子燃料噴射システムに用いられるフロー・センサの主な課題は、マイクロバルブで

ある。 

フローセンサについては、既存のＭＥＭＳ製品より高性能・低コストのものができな

いと新規参入は難しいと考えられる。 

 
②情報通信分野 
ⅰ）安心・セキュリティ 
機密情報流出の防止のため、限られた人だけがデータ見ることができるシステムの必要

性が高まると見られる。該当アプリケーションとしては、携帯電話機、ＰＣ認証システム

があり、指紋認証センサにＭＥＭＳ搭載可能性が考えられる。 
 

■ 携帯電話機、ＰＣ等の指紋認証システム 

指紋認証システムについては、携帯電話機、ＰＣ等の使用時のパスワード認証を指紋認

証にすることで、従来のパスワード認証よりも高いセキュリティを確保できる。 
指紋認証センサの技術課題としては、認証用ソフトウエア、認証アルゴリズムの精度向

上が挙げられる。 
ＭＥＭＳ指紋認証センサは現在も開発が進められているが既存のものより高性能・低

コストのものができないと新規参入は難しいと考えられる。 
 

ⅱ）快適（環境） 

 快適なコミュニケーション環境の構築のための高速通信技術の確立、生活環境の快適化

を図るためのネットワークによる環境情報の共有化の実現が待たれるが、その代表的なシ

ステムとしては、光通信、ユビキタスネットワークサービスが挙げられる。 
 
■ 光通信に用いられる多チャネル光クロスコネクト装置 

 多チャネル光クロスコネクト装置においては、ＭＥＭＳミラーに光を反射させて、ミラ

ーを偏向することで光路を立体的に切替える 3 次元型ＭＥＭＳ光スイッチにより、信号切

替え時間の高速化の実現が可能になる。 

 多チャネル光クロスコネクト装置に用いられるＭＥＭＳ光可動ミラーの主な課題として

は、光可動ミラーの加工要素技術、可動ミラーモジュールの加工技術、また、可動回数を

100 億回以上とした場合、それに耐え得る信頼性があげられる。 

 

■ ユビキタスネットワーク 

ユビキタスネットワークにおいてＲＦ－ＩＤを実用化する方向であり、それと関連して

気象センサ（温度センサ、湿度センサ、等）、環境センサ（Ｏ2センサ、ＣＯ2センサ、ＮＯ2

センサ等）のデータをＲＦ－ＩＤにて送受信するユビキタスセンサネットワークが今後有
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望であると考えられる。「ユビキタスネットワーキングフォーラム」、「Ｌｉｖｅ Ｅ プロ

ジェクト」(注)等では上記の技術が検討されている。 

ユビキタスネットワークは、ネットワークコンピュータ、低消費電力を実現した温度セ

ンサ搭載子機、データ収集・表示を行うホストで構成され、これまで煩雑だったネットワ

ーク設定を容易にする、複雑な配線を極力減らしたセンサネットワークシステムであり、

屋内外の温度管理や物品の位置管理を実現するものである。 

センサネットワークシステムに用いられるＭＥＭＳセンサ・モジュールは、「複数セン

サ・モジュール+無線部」であり、主な課題は、省電力（パッシブ動作）、センサ・モジュ

ール化である。 

商品化時期については、単純なものは部分的に 2010 年頃に実用化の可能性があるとされ

ているが、本格的なものは当分先と予想される。 

 

（注）「Ｌｉｖｅ Ｅ プロジェクト」 

2005 年 5 月設立。個人や組織により設置運営される「デジタル百葉箱」等が自律的に生成・取得する、

気象情報や都市活動に関する情報など、広義の地球（Earth）に関する生きた（Live）環境（Environment）

情報が自由に流通し共有される電子（Electronics)情報基盤を形成発展させ、自律的で自由な環境情報の

利用法、安心安全で効率性の高い活動空間(＝環境)の創造を目指すプロジェクト。地球温暖化対応のよう

な環境保護対策での利用をはじめ、教育、公共サービス、ビジネスアプリケーションなどの分野での自由

で自律的な利用法について、積極的な働きかけを行う。 

 
ⅲ）利便性 

 携帯電話の機能進化、さらなる可能性の開拓のため、小型化、情報容量増大、低消費電

力化等を進めることが課題となる。それに資するアプリケーションとして機械式、半導体

式スイッチに変わる小型の携帯電話スイッチ（ＲＦ－スイッチ）、高容量データ・ストレー

ジ、アクティブ型ＤＭＦＣが挙げられ、そこにＭＥＭＳ部品の搭載可能性が考えられる。 
 
■ 携帯電話用ＲＦスイッチ 

携帯電話に使われる高周波信号に充分対応する機械式、半導体式スイッチに変わる超小

型の新しいスイッチであり、ＭＥＭＳ技術を用いることにより、超小型のＲＦ－スイッチ

の実現が可能になる。 

ＲＦ－スイッチの主な課題は、高精度 3 次元加工技術、10 億回に及ぶ開閉回数に耐えう

る信頼性に加え、高周波回路との集積化が課題である。フィルタでは、伝送パワー向上（抵

抗減少）、振動子では温度安定性が課題である。 

 注意点としては、ＲＦスイッチは既に実用化済みであるが、必ずしも携帯電話に搭載さ

れるものではないのでニッチなアプリケーションという面があることである。また、水晶

振動子置き換えのＭＥＭＳ発振器は、米ベンチャー企業が実用化中だが、主流になるかは

不明である。また、圧電薄膜共振器（ＦＢＡＲ：Film Bulk  Acoustic Resonator）はアジ

レント・テクノロジー社によって実用化がなされている。シリコン振動子についてのフィ

ルタは、まだ技術的に未実証の部分があり、実用化に達するかは不透明な状況である。 

 

■ 高容量データ・ストレージ 

ＨＤＤに替わる高容量データ・ストレージとして、現在の 100 倍にあたる 1Tbit／inch2

の記録密度の実現が目標となる。ＭＥＭＳプローブメモリは、メディア（ポリマー層、相

変化材料層、磁性層、強誘電体層等）にカンチレバーを用いて記録するマルチプローブメ

 93



モリである。将来の大容量・高速・低消費電力のモバイルストレージとしての実用化が期

待される。 

 高容量データ・ストレージに用いられる強誘電体記録メディアの主な課題は、強誘電体

材料、超微細ヘッド、ヘッドとメディアの位置決め、信頼性確保である。 

 

■ アクティブ型ＤＭＦＣ 

携帯情報機器用燃料電池において、アクティブ型ＤＭＦＣにおけるメタノール濃度制御

を行う。その燃料電池部品においてＭＥＭＳの搭載可能性が考えられ、主な課題としては、

燃料電池流路、燃料電池ポンプ・バルブ、低省電力化、信頼性が挙げられる。 

 

③家電分野 
ⅰ）利便性 

 薄型大画面ディスプレイの低コスト化や携帯型プロジェクタを実現し、ユーザーが高品

質な画像、文字情報を快適に入手するための方法として、センサ、アクチュエータの配置

により製品機能を高めることが今後のユーザー課題として考えられる。アプリケーション

（システム）としては携帯型プロジェクタ、デジタルスチルカメラ、デジタルビデオの手

ぶれ補正機能システム、高速インクジェットのラインプリンタがあり、搭載される可能性

のあるＭＥＭＳ部品としては、光スキャンミラー、ジャイロセンサ、ラインプリンタ用ヘ

ッドが考えられる。これらの技術課題としては小型化、低価格化、高速化が挙げられる。 
 
■ 携帯型プロジェクタ 

光ミラー（アレイ）による動画表示する薄型大画面ディスプレイや携帯型プロジェクタ

のための光ミラー（アレイ）では、光学的な性質を、透明な状態と鏡の状態及びその中間

状態に自由にコントロールすることのできる新しい薄膜材料を用いる。 

光スキャンミラーの主な課題としては、マイクロミラーアレイ、テキサス・インスツル

メンツ社のＤＭＤ（Digital Micromirror Device）に対するコスト競争力が挙げられる。 

 

■ デジタルスチルカメラ、デジタルビデオの手ぶれ補正装置 

デジタルスチルカメラ、デジタルビデオの手ぶれ補正機能システムにおいて、従来のジ

ャイロと比較して、ＭＥＭＳ技術を用いて小型、低価格を実現することが目標とされる。 

ＭＥＭＳジャイロ・センサの主な課題は、センサ・回路一体型、小型化、低価格化であ

る。 

ＭＥＭＳジャイロ・センサは現在、開発が進められているが、商品化については、既存

のＭＥＭＳ製品より高性能・低コストのものができないと新規参入は難しいと考えられる。 

 

■ 高速インクジェットラインプリンタ 

高速インクジェットのラインプリンタの実現には、超小型で消費電力量が少ないヘッド

に対してＭＥＭＳ技術を用いる可能性が考えられる。 

 ラインプリンタ用ヘッドの主な課題としては、超小型、省電力、駆動方式があげられる。 

 
④バイオ・医療分野 
ⅰ）健康 

バイオ・医療ＭＥＭＳを活用した様々な検査システムの開発が進んでいるが、診断・治

療用バイオ・医療ＭＥＭＳが実用化される条件は、治療法が確立している疾患の診断に用
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いられることであり、バイオ・医療ＭＥＭＳ分野において、現在注目されているのは生体

検査、特に血液検査の分野であるが、患者の負担（痛み）の軽減と診断コストの削減のた

め、検体量の圧縮が課題であり、少量の検体でも解析可能な装置が求められる。 

前記の診断・治療とともに期待されているＭＥＭＳ応用として、生活習慣病予防のた

めの携帯用健康管理機器がある。例えば腕時計型の機器により日常的に血圧、脈拍、血

糖値、尿酸値などを測定することにより発病や重病化を防ぐことができる。このための

機器として非侵襲、経済性、小型・軽量などが多くの場合、必要条件となる。このよう

な機器はスタンドアローン的に用いられるのではなく、無線通信ネットサークを介して

データベース、病院、介護施設などとつながり、バイタルデータを頻繁に送受信するこ

とにより必要な時に必要な措置を講じることが可能となる。 

 

■ 血糖値測定装置 

血液採取により糖尿病の血糖値を検知するもので、ＭＥＭＳ技術を用いてマイクロ流路

を作り、センサを用いて採取する血液の量を最小にして短時間で血糖値を判定する血糖値

測定装置が求められる。 

 マイクロ流路の主な課題は、血液付着防止膜、データ伝送、その他情報同時計測である。 
 
■ 血液検査装置 

血液検査の主流である遠心分離法ナノフィルターを用いて、検体が約 1cc で済み、コス

トが 5分の 1以下、検査時間も大幅に短縮できる血液検査装置が求められる。 

ナノフィルタの主な課題は、血液付着防止膜である。 

バイオ・医療ＭＥＭＳ全体における注意点としては、ＭＥＭＳを使って製品にするにあ

たり、ある程度の数量が見込めないと初期投資に莫大な費用がかかるため、投資とその回

収が難しいことがあげられる。ただしチップ等の消耗品はそれを使用する装置さえあれば、

ある程度の期間は確実な需要を見込むことが可能であり、その場合は、コストをいかに安

くするかが課題となる。装置本体に搭載する場合は、ＭＥＭＳ製品の価格は高くともそれ

ほど問題はないと考えられる。 

 
 
 
⑤エネルギー分野 
ⅰ）利便性・環境 
自然資源の枯渇、環境汚染等への対策として、環境負荷が低く効率的なエネルギーシス

テムの開発の要求が高まると見られるが、それを実現するための一つとして、燃料装置の

小型化への必要性が高まると予測される。 
リチウムイオン電池の性能向上は限界が近づいており、今後大幅な高容量化が見込めな

い段階に来ているが、その一方で更なるバッテリーの高容量化が求められている。そのア

プリケーション（システム）としては、メタノール直接型燃料電池（ＤＭＦＣ）、燃料改質

器付燃料電池が考えられる。 
 

■ メタノール直接型燃料電池（ＤＭＦＣ） 

携帯電話やノートパソコン等のモバイル機器の普及とともに、より小型で大容量な電

池・電源が求められている。次世代のモバイル電源として最も期待されているのがメタノ

ール直接型燃料電池（ＤＭＦＣ）であり、これは燃料として水素の代わりにメタノール水
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溶液を供給し、空気極で起こる酸素還元反応を利用したものである。 
マイクロバルブ・マイクロポンプの主な課題は、メタノール濃度センサ、薄型セパレー

タ、低消費電力化、詰まりや漏れの信頼性である。 
 

■ 燃料改質器付燃料電池 

燃料改質器付燃料電池は、炭化水素系燃料を改質して水素を発生させ、その水素をセル

に供給して発電する装置である。 
燃料改質器付燃料電池に用いられる「メタノール改質マイクロリアクタ」、「一酸化炭素

除去マイクロリアクタ」の主な課題は、マイクロ触媒燃料器、マイクロバルブ、マイクロ

ポンプ、流体パッケージング、システム化、信頼性である。 
 
⑥産業機械分野 
ⅰ）利便性 
 産業機械は、各ユーザー企業による個別性が強く、ユーザーによりその仕様が様々であ

るため、いわばオーダーメイド的な製品であり、具体的なアプリケーションの例として、

高温高圧下の圧力センサ、流量センサ、ナノレベルの超微細位置決め装置、ナノインプリ

ント，ナノプレスモールディング、マイクロ射出成形などのマイクロオプティクス用、マ

イクロチャンネル用があげられる。 
 
■ 高温高圧下の圧力センサ、流量センサ 
高温、高圧で今まで計測が難しかった箇所、例えば蒸気タービン内部などで圧力や流量

を測定する圧力センサ、流量センサが求められる。 
圧力センサ・流量センサの主な課題は、耐熱材料、センサ・回路一体化、無線化である。 
 

■ ナノレベルの超微細位置決め装置 

ナノレベルの超微細位置決め装置に用いられるＸＹＺステージにおいて、ＭＥＭＳ技術

を用いたマイクロ・アクチュエータにてナノレベルの位置決めを実現する。 

ＸＹＺステージ用マイクロ・アクチュエータの主な課題は、ストローク、速度、分解能、

精度のバランス、各軸干渉の抑制である。 

 

■ ナノインプリント、ナノプレスモールディング、マイクロ射出成形などのマイクロオプ

ティクス用、マイクロチャネル用マイクロ・ナノモールド 

 マイクロ・ナノ形状を転写加工によって低コストで製作し、特にマイクロオプティクス

に重要だが、マイクロチャネルにも適用できる産業機械として、光／機械加工など種々の

微細加工法により機械強度・耐熱性・耐酸化性に優れる材料でモールドを作製し、２次元

形状だけではなく３次元形状にも対応するナノインプリント、ナノプレスモールディング、

マイクロ射出成形が考えられる。各種複合光学素子による場合、また、マイクロＴＡＳバ

イオチップ関連への応用も考えられる。 

ＭＥＭＳ部品としてはマイクロ・ナノモールドが挙げられ、その主な課題は、樹脂以外

への転写加工、ショット数向上である。 

 

■ ＬＳＩプローバ 
プローブピンを超並列化し、ＬＳＩのウエハレベル検査を高速化するＬＳＩプローバに

おいて、Ｌｏｗ－Ｋの導入によって、プローブ押し付け圧低下、300mm ウエハ面内に 1万本
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を超えるプローブを作るため、プローブ製作の歩留まり向上、および不良プローブの補修、

バーンイン時の熱膨張をクリアする必要がある。 

ＭＥＭＳ部品としてはＬＳＩプローブカードが挙げられ、その主な課題は、プローブの

狭ピッチ化、超並列化、耐久性向上である。 

 

⑦福祉分野 
ⅰ）健康 
 高齢者を支援し、安心・快適に生活できる社会を創出するため、ロボットによりサステ

イナブル(持続的発展可能)なライフスタイルを確立することが求められる。 

 

■ロボット技術 

介護機器としての ロボット技術においては、ＭＥＭＳセンサや高性能モータ、高度機構

を含む機械技術や電気・制御技術に加え、神経・脳から認知におよぶ生物学的な科学技術、

超高速コンピューティングや柔軟なネットワークや膨大なデータベースなどを扱う情報通

信技術などの技術の高度化や融合化、人を支援する知能化がイノベーションの核となる。

ロボットには、力センサ、姿勢制御センサが用いられ、特に姿勢制御センサにはＭＥＭＳ

技術が用いられると考えられる。 

姿勢制御センサは加速度センサと角速度センサのモジュール化からなり、主な課題は、

超小型６軸モーションセンサである。  

 

⑧その他分野 

ⅰ）安心・セキュリティ 

次世代ホームセキュリティにおいては、侵入者の有無だけでなく、その行動を感知、把

握できるシステム、ドアの開閉の程度を検知するシステム、煙探知機に代わる新たな炎検

知システム等、より高精度な情報把握が可能なシステムが求められると考えられる。 
 

■次世代セキュリティシステム 

次世代セキュリティシステムでは、ＭＥＭＳ技術を用いてチップを小型化することで一

部屋に多数配置可能となるセンサ・モジュールから、無線によってデータを伝送し、セキ

ュリティを向上させることが求められる。 

侵入者の動きを細かく監視するために、小型化により一部屋に多数設置可能なセンサ（赤

外線センサ）、磁気スイッチに代わり、開閉の程度を感知できるセンサ（ジャイロ・センサ）、

煙センサに代わる炎センサ（紫外線Ｃ領域センサ）等が考えられ、そこにＭＥＭＳの搭載

可能性が予想される。 

「ＭＥＭＳセンサフュージョン＋無線部」の主な課題は、センサ・モジュール、非接触

給電、小型化、低価格化である。 

 

 

（３）東北地域における中堅・中小・ベンチャー企業におけるＭＥＭＳの参入課題 
 東北地域の中堅・中小・ベンチャー企業がＭＥＭＳへの参入を検討するにあたっての課

題を市場規模および業界動向等をもとに整理すると以下の通りとなる。 
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１） ＭＥＭＳの国内市場規模 

 ＭＥＭＳ技術の国内市場規模について、（財）産業研究所 「ＭＥＭＳ関連市場の現状と

日本の競争力分析に関する調査研究」（平成 16 年）を参考に、本調査のロードマップの産

業分類に沿って 2002 年市場規模推定額、および 2010 年市場規模予測額を算出した（図表

４－１）。 

 

 

図表４－１ ＭＥＭＳ市場規模推定額及び市場規模予測額 

産業分野 ＭＥＭＳ市場規模推定額（２００２）（億円） ＭＥＭＳ市場規模予測額（２０１０）（億円）

自動車 1,351 2,467

情報通信 1,131 2,476

家電 1,481 6,252

バイオ・医療 263 872

エネルギー 0 371

産業機械 116 575

福祉                      ‐                        ‐

その他                      ‐                        ‐
（注）福祉、その他は該当データなし。 
(参考：（財）産業研究所 「ＭＥＭＳ関連市場の現状と日本の競争力分析に関する調査研究」) 

 

２）ＭＥＭＳアプリケーションへの参入課題 

① 自動車分野 
自動車分野におけるＭＥＭＳ市場は、2002 年において 1,351 億円（推定）の市場が形成

され、2010 年には 2,467 億円との予測がなされている。 

そういったＭＥＭＳの適用分野のターゲットの一つである自動車産業における今後の開

発動向のキーワードとしては、「環境対策」、「安全性向上」が挙げられる。 

「環境対策」に関しては、環境負荷の低減には二酸化炭素排出量の削減、つまり

は燃費向上が求められ、それには車輌の軽量化が必要となるが、その場合、ＭＥ

ＭＳの果たすことのできる役割が大きいと考えられる。            

自動車分野におけるＭＥＭＳ対応部品は、センサＭＥＭＳ（圧力センサ、加速度センサ、

角速度センサ等）が主力であるが、一方で、これらは量産化されており、既に成熟した感

があることも事実である。また、今後自動車関連のＭＥＭＳにおいて期待されるもののひ

とつに、生体計測分野（キャビンの中の環境を最適にし、ドライバーの負荷を軽減する等、

快適性、利便性の向上に資するもの）があるが、現在開発が進んでいる段階である。 

今後のＭＥＭＳ対応部品については開発ターゲットも比較的明確になっているが、自動

車部品には信頼性、低コストが求められ、参入する企業は既に自動車部品の納入実績のあ

る企業が非常に有利な状況となっており、新規参入に対しての障壁は非常に高い。従って、

東北地域における中堅・中小・ベンチャー企業が自動車分野へ参入するには、自動車部品

の納入実績のある企業との連携がひとつの方策として考えられる。 

また、自動車のコストは非常に厳しく抑えられるものの携帯等に比べると出荷台数が少

ない一方、製品サイクルが長いので「長くて(利益が)薄い商売」であり、東北地域の有力産
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業である電子部品のサイクルと自動車の製品サイクルが合わないことも問題のひとつとし

てあげられる。 

 

② 情報通信分野 

 総務省の情報通信白書(平成 17 年版)によれば、我が国の情報通信産業の市場規模（国内

生産額）は、平成 15 年に 126 兆円（対前年比 6.3％増）となり、平成 13 年と比べても 5.7％

の増加となった。全産業の市場規模総額に占める情報通信産業の市場規模の割合も、平成

15 年には 12.7％（対前年比 0.5 ポイント増）と増加した。 

我が国の情報通信産業の根幹を担う移動電話（携帯電話、自動車電話、ＰＨＳ）の平成

18 年２月の国内出荷台数は、前年同月比＋16.0％と６か月連続の増加となっている。３Ｇ

（第３世代携帯端末）出荷台数は初めて４００万台を超え、３Ｇ出荷比率も３か月連続で

80％を突破しており、台数、比率とも過去最高を記録するなど、好調に推移している。 

(出所：(社)電子情報技術産業協会)。 

国の取り組みにおいては、総務省では、「いつでも、どこでも、何でも、誰でも」ネット

ワークにつながり、情報の自在なやりとりを行うことができるユビキタスネット社会

（u-Japan）を 2010 年を目途として実現すべく、そのために必要となる政策を「u-Japan 政

策」として取りまとめるなど、ユビキタス社会に向けた取り組みが進展している。 

以上のような我が国の情報通信産業を取り巻く状況を見てみると、そのキーワードとし

ては「モバイル」、「ユビキタス」が挙げられる。 

このような情報通信分野におけるＭＥＭＳ市場は、2002 年において 1,131 億円（推定）

の市場が形成され、2010 年には 2,476 億円との予測がなされている。 

情報通信分野におけるＭＥＭＳ対応部品は、光ＭＥＭＳ、ＲＦ－ＭＥＭＳ等が主力であ

ると考えられる。既に国内においても光ＭＥＭＳ部品は、光スキャナ、光マイクロエンコ

ーダ等が量産化されており、海外では、波長可変フィルタ、ＶＯＡ（Variable Optical 

Attenuator）、ＤＭＤ（Digital Micromirror Device）等が量産化されている。ＲＦ－ＭＥ

ＭＳに関しては、研究開発中である。 

情報通信分野は、ＭＥＭＳに特有の「少量多品種型」ではないこと、また、比較的大企

業の参入が多いことから、中堅・中小・ベンチャー企業が単独で参入するのは難しい可能

性が高い。従って、東北地域における中堅・中小・ベンチャー企業における情報通信分野

への参入は、研究・開発力のある大企業との連携が必要となる。 

 

③ 家電分野 
 家電分野の業界動向としては、デジタル化・ネットワーク化の流れは今後より一層強ま

ることが見込まれ、薄型テレビ、ＤＶＤプレーヤーなどのデジタル家電機器の世界需要は

引き続き拡大することが期待される。特に、液晶テレビやプラズマテレビは、低価格化の

進行により、普及期に入りつつある。 

家電分野（アミューズメントを含む）におけるＭＥＭＳ市場は、2002 年では 1,481 億円

（推定）であるが、2010 年には 6,252 億円と予測され、ＭＥＭＳ分野では最も市場が拡大

すると考えられている。 

ＭＥＭＳの適用製品としてはデジタルスチルカメラ、デジタルビデオカメラ等の手ぶれ

防止装置に用いられているジャイロ・センサがあるが、本格的なＭＥＭＳデバイスではな

く、今後、回路搭載の小型ジャイロが近々開発され、量産化されると考えられる。またそ

の他のＭＥＭＳ適用アプリケーションとしては、オーディオ関連では、ＣＤプレーヤー、

ハイエンドオーディオ、ホームシアター等が期待されており、電子ゲーム関連では、コン
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トローラ、バーチャル・リアリティ（データグローブ、ヘッドマウントディスプレイ）、Ａ

Ｖ機器関連では、カムコーダ、デジタルビデオカメラ、ＤＶＤプレーヤー、ホームシアタ

ー等にＭＥＭＳ部品が搭載されると期待されている。 

市場規模から見た場合、大手企業との競争が考えられるが、市場成長度を考慮するなら

ば東北地域における中堅・中小・ベンチャー企業における家電分野への参入は、他の分野

よりも比較的参入可能性が高いと考えられる。 

④ バイオ・医療分野 

バイオ・医療を取り巻く現状としては、我が国をはじめとする先進国だけでなく途上国でもヘルスケアに対する消費者

の意識が高まると予測されており、テクノロジーの発展によって新しい臨床治療法が生み出されることで、より多くの

疾病に関する問題が解決され、早期診断と予防が促進されることが期待されている。 

また、近年、人々のニーズが多様化するとともに、患者のＱＯＬ（注）を重視する傾向は強まり、それまで

の検査・診断・治療等を主眼とした医療にととまらず、予防医療への関心も高まっており、セルフケア、プ

ライマリーケアの重要性は増大するものと考えられる。 

そういったバイオ・医療分野におけるＭＥＭＳ市場は、2002 年では 263 億円（推定）であるが、2010 年に

は 872 億円と予測されている。 

バイオ・医療分野においては、自動車、情報通信分野等と比較すればそれほど大きくは

ない市場規模や今後の長寿命・健康への意識の高まりを考慮すれば、中堅・中小・ベンチ

ャー企業の参入可能性は比較的高いと思われるものの、人間の生命に直接関わる部分であ

るので「安全性」の確認・保証等が大きなネックとなること、また、この分野の企業が既

に存在することから、参入障壁は高いと考えられる。 

ただ、医療分野の場合でも、疾患治療を目的とし、高精度、高安全性を要求される製品

については条件的に厳しいかもしれないが、予防医療としてのセルフケア、プライマリー

ケアに関連した家庭用医療機器については、今後の需要の増加が予測されることに加え、

疾患治療目的の製品ほどの厳格な信頼性は要求されないと考えられることから、参入の可

能性は期待できると予測される。 

（注）QOL：Quality of life の略。一般的には、人間が日常生活上で必要とされている満足感、幸福感、

安定感を規定している様々な要因の質のことをいう。 

 

⑤ エネルギー分野 
 世界的なエネルギー需要が増大するなか、地球温暖化、将来的なエネルギー資源の枯渇

が懸念される状況において、水や炭化水素などの構成原子として豊富に存在する水素をエ

ネルギー源とする次世代のエネルギーシステムとしての燃料電池への期待が高まっている。   

燃料電池は、経済産業省による「新産業創造戦略」(2004 年 5 月)においても、戦略７分

野の一つに掲げられ、現在、定置用（家庭用、産業用）、自動車用、携帯機器用電源として

広範な業界において、実用化に向けた取り組みがなされており、携帯機器用からオフィス

ビルや工場の発電装置まで、幅広い分野での導入が見込まれている。 

携帯用燃料電池（１～15Ｗ程度）については、今後のユビキタス社会に向けて、携帯機

器の利用増大に伴う電池容量の一層のニーズ拡大に対応する技術として期待されており、

電気メーカーに加えて、携帯電話会社が実用化に向けた研究開発に取り組んでいる。 

ただ、製品化の先行事例としては、産業用のりん酸型燃料電池があるものの、コスト面

等の課題から普及は進んでいない。 

このように、エネルギー分野については、国をあげて技術開発に取り組んでおり、将来

的な導入の可能性は幅広く存在するものの、現在、実用化、普及の道を開拓している段階

である。 
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エネルギー分野においては、マイクロＤＭＦＣ、燃料電池の研究開発が主であるが、マ

イクロＤＭＦＣについては、2007 年頃にニッチな分野で実用化されるとの予想がされてい

るが、本格的な実用化の目途は立っていない。また、燃料改質器付燃料電池については近々

研究開発を完了し、量産化への可能性が出てきたところではあるが、それでもＤＭＦＣよ

りさらに開発に時間がかかり 2010 年以降と予想されている。 

エネルギー分野におけるＭＥＭＳ市場は未だ実績がなく、本格的な普及にあたっては大

規模な実証事業や技術開発が今後必要であり、参入を具体的に検討できる段階にはまだ到

っていない。 

 

⑥ 産業機械分野 
平成 17 年度上半期の産業機械受注は、内外需とも増加し、対前年同期比 25.2％増の 2

兆 9，596 億円となっている。内需は、官公需の減少が続いたものの、民需製造業の増加

により、対前年同期比 6．5％増の 1兆 6，481 億円となった。外需も、中東、ヨーロッパ、

北米向け等が増加し、特に化学・石化プラントを複数受注した中東向けが大幅に増加し

たことから、対前年同期比 60．6％増の 1 兆 3，114 億円となった（出所：社団法人日本

産業機械工業会）。業界自体は好調期を迎えているが、これを維持していくためにはさら

に付加価値を高める製品が必要になると考えられる。その場合、小型化、軽量化によっ

て付加価値を高められるＭＥＭＳの果たす役割は大きいものと考えられる。 

このような産業機械分野におけるＭＥＭＳ市場は、2002 年では 116 億円（推定）である

が、2010 年には 575 億円と予測されている。 

マイクロファクトリ分野におけるＭＥＭＳ適用製品としては、産業用ロボットの姿勢制

御用センサ、金属工作機械、半導体製造装置のＸＹＺステージに用いられるアクチュエー

タ等がある。計測機器分野では、ＳＰＭ、クロマトグラフィ、一般科学機器等に用いられ

ている。 

産業機械分野においては、ＭＥＭＳの特徴でもある多品種少量が一般的であり、東北地

域における中堅・中小・ベンチャー企業における産業機器分野への参入は、比較的参入障

壁が低いと考えられる。ただし、ユーザーよりの情報（ニーズ）が一般的には入手しにく

い分野であり、取引関係その他による情報収集・分析が求められる。 

 

⑦福祉 

 内閣府の高齢社会白書（平成 17年版）によれば、特に高齢者人口のうち、前期高齢者人

口（65歳～74 歳）は平成 28（2016）年をピークにその後は減少に転ずる一方、後期高齢者

人口（75 歳以上）は増加を続け、30（2018）年には前期高齢者人口を上回るものと見込ま

れており、増加する高齢者数の中で後期高齢者の占める割合は、一層大きなものになると

みられている。このような高齢化に伴い、福祉関連のアプリケーションにおいては今後の

需要が増加するものと考えられる。 

 参考までに都道府県別の高齢化率の推移を見てみると、東北地域においては、平成 37
（2025）年には全国で最も高い秋田県の 35.4％を始めとして、宮城県を除き軒並み全国平

均を上回る高い高齢化率が予測されている。 
介護機器としてのロボットは、特に高齢化の進む東北地域のようなところにおいては、

その重要性が高まると予想され、地域でその高機能化に寄与するような産業に取り組んで

いく意義も大きいのではないかと言えよう。ただ現実的に考えた場合、現在研究開発が進

んでいる状況で実用化、普及はまだ先と思われ、参入を具体的に検討できる段階にはまだ

到っていない。 

 101



⑧その他(セキュリティ) 

 その他としては、セキュリティ関連の製品にＭＥＭＳを搭載する可能性が考えられる。 

侵入者の動きを細かく監視するために、小型化により一部屋に多数設置可能なセンサ（赤

外線センサ）、磁気スイッチに代わり、開閉の程度を感知できるセンサ（ジャイロ・センサ）、

煙センサに代わる炎センサ（紫外線Ｃ領域センサ）、ガラスを割って侵入するのを防ぐため

の振動（衝撃）検知センサ等は、市場規模もそれほど大きくないと考えられることからす

れば、大企業よりも東北の中堅・中小・ベンチャー企業の方が比較的参入しやすい分野で

あると言える。ただし、実用化については、単純なものについては部分的に 2010 年頃に実

用化されるかもしれないが，本格的なものについては当分先ではないかと予測されており、

事業性を具体的に検討できる段階にはまだ到っていないというのが現状である。 

 

（４）東北地域における中堅・中小・ベンチャー企業におけるＭＥＭＳ参入分野の検討 
第２章のアンケート結果では、東北地域と東北域外地域を比較した場合に、ＭＥＭＳに

対する姿勢、取り組み状況において東北地域の特徴を導き出すことが全体的に見て難しい

結果となった。これは現段階では東北地域の中堅・中小・ベンチャー企業におけるＭＥＭ

Ｓへの取り組みが始まったばかりであり、まだこれからの段階であることから東北地域の

産業構造や企業の経営戦略が表れていないためと考えられる。今後、ＭＥＭＳ産業の市場

伸展が期待されるところであり、東北地域において参入促進のための環境整備が望まれる

ところである。現状において参入可能性のあるＭＥＭＳアプリケーション分野を特定する

ことは難しい状況であることを留意しつつも、ここで東北地域の中堅・中小・ベンチャー

企業が今後どのＭＥＭＳアプリケーションに参入可能性があるのかを考えた場合、その有

望分野について「家電分野（アミューズメントを含む）」と「産業機械分野」を候補とした。

その理由等について以下に示す。 

 

①家電分野 

「家電分野」におけるＭＥＭＳ部品は、ＭＥＭＳロードマップに記載の光スキャンミラ

ー、ＭＥＭＳジャイロ・センサ、ラインプリンタ用ヘッド以外にも、アプリケーションと

しては、オーディオ関連では、ＣＤプレーヤ、ハイエンドオーディオ、ホームシアター等

が期待されており、電子ゲーム関連では、コントローラ、バーチャル・リアリティ（デー

タグローブ、ヘッドマウントディスプレイ）、ＡＶ機器関連では、カムコーダ、デジタルス

チルカメラ、デジタルビデオカメラ、ＤＶＤプレーヤー、ホームシアター等にＭＥＭＳ部

品が搭載されると期待されている。 

東北地域は、電気機械工業（電気機械、情報通信機械、電子部品・デバイス）および精

密機械等、本ロードマップにおける「家電分野」と関連の深い産業を中心に、国内生産拠

点の機能を担う大企業の製造工場と、これに関連した協力工場から発展した中堅・中小企

業等の集積が発達している。特に電子機械工業は、東北における製造業全体の製造品出荷

額の約３分の１を占める東北の基幹産業となっており、全国の電気機械工業に占める割合

をみると、事業所数は平成９年以降減少傾向、従業者数も 13 年大幅に減少したものの、14
年からは増加しており、製造品出荷額及び付加価値額も増加傾向で推移している。 
また、精密機械についても、全国に占める東北の割合をみると、最近の動向としては、

事業所数、従業者数は減少傾向であるが、製造品出荷額は持ち直し、付加価値額も上昇傾

向となっている。以上のような東北の産業構造の特徴をふまえると、家電分野については

ＭＥＭＳに適した分野のひとつとしての可能性があると考えられる。 

 また、家電分野を参入可能性のある分野とするにあたっては、市場成長度も一つの要因
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である。DVD プレーヤー、デジタルカメラを始めとするデジタル家電を含む「家電分野」

は、高機能かつ高付加価値製品として我が国の産業が国際競争力を有する分野であり、大

手企業が参入する可能性もそれだけ高いと考えられるが、市場成長度の観点から見た場合、

大手との競争を考慮しても参入の可能性が比較的高いと考えられる。また、参入が可能と

なった場合は、高付加価値製品として国際競争力を有するものであるだけに、その分だけ

期待できる効果も大きくなると予想される。 
 

②産業機械 

「産業機械分野」におけるＭＥＭＳ部品は、ＭＥＭＳロードマップに記載の高温、高

圧下での圧力センサ、流量センサ、ＸＹＺステージ用マイクロアクチュエータ、マイク

ロナノモールド、ＬＳＩプローブカードがあり、その他のアプリケーションでは、マイ

クロファクトリ分野、産業用ロボット、金属工作機械、半導体製造装置にＭＥＭＳ部品

が使用される予定である。また計測機器分野では、ＳＰＭ、クロマトグラフィ、一般科

学機器等にＭＥＭＳ部品が用いられる可能性が高い。 

東北地域では、北上川流域地域および山形・米沢地域に代表されるような産業集積地域

が存在し、これらの地域では一定規模の開発生産機能を担った大企業と、中堅・中小のも

のづくり企業が企業群を形成している。当該地域においては、それぞれ独自の産学官連携

による地域産業システムが効果的に機能しており、企業の生産活動において地域間連携も

見られる。このような産業集積地域においては、産業機械分野への参入を検討するにあた

ってのポイントとなる「ユーザー産業との近接性」の観点から見た場合、取引関係におい

てユーザーからの情報を直接入手できる機会が期待できる等、大きなアドバンテージを有

するものと考えられる。オーダーメイド的要素、ユーザーの個別性が強く、取引関係等に

よるユーザーからの情報収集、分析が他の分野に比べ重要となる産業機械においては、東

北の産業集積の利点を生かせる分野であると言えよう。また、「産業機械分野」の場合は、

いわゆる多品種少量の分野であり、前述のようにオーダーメイド的な側面が強いことから、

大企業が参入する他の分野に比べて確率は低いと考えられ、東北地域における中堅・中小・

ベンチャー企業におけるＭＥＭＳの有望分野となり得ると考えられる。 
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第５章．ＭＥＭＳの事業化に向けた環境整備について 

 
（１）ＭＥＭＳビジネスを取り巻く課題 

ＭＥＭＳは高付加価値を産む次世代の産業基盤技術として世界的に注目されている。 
半導体やディスプレイに続く、第３の波とも言われ、日本の産業の大きな柱である自動

車、電機機械、精密機器・機械、化学、医薬品などの基盤技術として浸透すると見られて

いる。 
こうした中、欧米及び台湾等のアジア各国においては政府・行政が積極的にＭＥＭＳ製

品開発のための政策・支援を実施し、それらを基盤に業界組織活動やＭＥＭＳ関係組織の

ネットワーク化が進んでいる。第３章で紹介したＥＵのＮＥＸＵＳの活動もその一つであ

る。世界を取り巻くＭＥＭＳビジネスの現状や、諸外国における国を挙げての支援体制の

状況を踏まえると、日本においてもＭＥＭＳビジネスの進展に向けて、更なる支援体制が

求められるであろう。日本における対応の遅れは、製造産業の屋台骨を支える地域中小・

中堅企業にとって大きな脅威となり、また今後さらに裾野が広がっていくＭＥＭＳ産業へ

の参入の道を閉ざしてしまうことになりかねない。 
 次世代の産業基盤技術として注目されるＭＥＭＳも少品種大量生産型の大規模市場は限

られた一部の大手企業が占めているというのが現状である。大手半導体企業を巻き込み、

今後、システムＬＳＩと融合した大量生産型の主流製品に組み込まれるＭＥＭＳ市場が期

待される一方で、少量多品種型のアプリケーションが多種多様にあると言われ、未開拓の

市場が数多く存在すると考えられるが、参入当初期待される市場規模は年商数十億円規模

程度のものが多い。個々の製品市場は小規模であっても製品に差別化が図られ利便性等の

価値を付加することが出来れば、中堅・中小・ベンチャー企業の参入による事業化の可能

性が生まれる。これはまさにクリステンセンの「イノベーションのジレンマ論」が指摘す

る破壊的技術のケースであり、破壊的技術の産業化の主たる担い手は中堅・中小・ベンチ

ャー企業であることにほかならない。 
  しかしながら、その市場の把握は困難であり、また実用化に向けた道のりには、開発人

材の不足、市場規模に対し初期投資が大きいなど、多くの課題が山積である。その中で新

しいデバイス開発を手がけている企業も多いが、製造技術の確立の難しさに加え、想定さ

れる市場規模が小さく、経営資源を本格的に投入する見極めがつかないなどの理由から、

事業化の一歩手前で苦労しているケースが少なからずある。将来の市場の不透明性が軽減

されなければ、技術開発の取組が抑制され、結果的に我が国製造業の競争力が制約される

ことが懸念される。 

ＭＥＭＳ技術は、それ自身が最終製品とはならず、完成品（最終製品）に組み込まれる

ことによって所定の機能を発揮するものであることから自社製品のコア部品として自社で

ＭＥＭＳデバイスを製造し組み込む、ごく一部の大手セットメーカーを除き、最終製品を

製造・販売する「川下企業（ユーザー企業）」と「川上企業（ＭＥＭＳサプライヤー）」と

の緊密なコミュニケーションとアライアンスが不可欠になる。最終製品の顧客は、その製

品にＭＥＭＳが適用されていることは通常、認識しておらず、ＭＥＭＳサプライヤーは最

適なパートナーとなるユーザー企業と伴に、ＭＥＭＳ技術を付加することにより最終消費

者の想像を超えるサービス・機能の実現させるものである。 

 本調査事業におけるＭＥＭＳロードマップは、こうしたＭＥＭＳ技術の特質性から最終

ユーザーに提供される「サービス（開発コンセプト）」、それを実現するための「ユーザー

の製品・技術・サービス課題」を頭に据え、そこからＭＥＭＳサプライヤーが開発すべき
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「アプリケーション」、「ＭＥＭＳ部品例および技術課題」を探る構成とした。 

  しかしながら、既述のとおりＭＥＭＳのアプリケーションは多種多様であり画一的なロードマップは描

きづらく、さらにクリステンセンの「イノベーションのジレンマ論」が指摘する破壊的技術のケースでは、

適切な市場と正しい戦略は事前に把握は困難であると言われている。ロードマップを作成するうえで「新た

なジレンマ」が生じるものではあるが、こうした特質を踏まえたうえで、提供されるサービスから現在想定

されるニーズ及び課題を取り纏めた本調査事業によるロードマップがユーザーと中堅・中小企業のＭＥＭＳ

サプライヤーに対し、新たな市場の開拓と創出を図っていくうえでの戦略を示唆するものと期待する 

 破壊的技術の市場は試行錯誤の中で形成されるものと言われているが、中堅・中小・ベ

ンチャー企業においては、ＭＥＭＳの開発・設計・製造を包括的に遂行するために必要な

すべての設備や技術を単独で有する企業は数少ない。更に多品種少量生産型であり標準化

しにくいＭＥＭＳ技術は、生産効率が低くなるため、コスト高になりやすい。 

 つまり、多くの企業は、自分とは機能の異なるリソースを持つ大学や公的機関、企業、

ファウンドリ等と何らかの形で連携を組むことがMEMSの製品化には不可欠であり、開発、

試作、量産のあらゆるフェーズでのアライアンスと生まれたアイディアを速やかに具現化

するための試作・開発のトライが出来る環境整備が求められる。  
 

 

（２）ＭＥＭＳ産業の事業化に向けた支援環境整備について 
第１章で既述のとおり、東北地域においては、国内外の有数の研究機関等とのネットワー

クを持つ東北大学をはじめ、地元自治体（宮城県、仙台市）、地元経済界（東北経済連合会）、

東北経済産業局、産業技術総合研究所、地元金融機関（日本政策投資銀行、東北インキュベ

ーションファンド等）及び地元産業支援機関等の各アクターが、ＭＥＭＳパークコンソーシ

アムの設立等を通じて連携を強め、イノベーションを誘発する土壌の整備が進んでいる。 
本項では、この東北地域に胎動し始めたイノベーションのダイナミックスを加速させ、

中堅・中小・ベンチャー企業が MEMS 技術の研究開発・試作から事業化へと繋げるために

ＭＥＭＳパークコンソーシアムを中心に検討及び取組みが始められている具体的な方策に

ついて紹介する。 
 
 
１）ネットワーク形成活動の促進 

    MEMS の分野では、研究開発ステージから事業化ステージまでスムーズに事業を展開し

ていくために、各段階に応じた連携が非常に重要である。 

ＭＥＭＳパークコンソーシアムのネットワーク活動をより強化し、内外の大学・研究機関

の研究者をシーズ会員として巻き込みを図るのみならず、「東北ものづくりコリドー産業ク

ラスター」の重点産業分野として取り上げられている「自動車」、「医工連携」、「半導体・光」、

「環境産業」のクラスターとの連携を深め、アプリケーション側企業も含めたオープンコラ

ボレーション又はクローズドな交流の場を提供する。 
ＭＥＭＳパークコンソーシアムのコーディネータ活動を通じ、アプリケーション分野ご

とに製品出口を目指した共同研究、研究会活動に発展するようなマッチング及び調査、研

究開発補助を行う。 
この活動の過程で国内外のＭＥＭＳに関連する技術、設備、人材から市場、金融までの

各種情報を蓄積し情報発信できるワンストップサービスを提供する。 
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２）中堅・中小・ベンチャー企業に対する支援環境の整備 
新たに参入する企業がＭＥＭＳデバイスの開発を行うにあたっては、設計から量産に至

るまで、企業は大学、ファウンドリ等と連携を組みながら、原理確認、プロセス確立、量

産条件確立の各段階で設計、試作を繰り返す必要がある。しかしながら、現状ではＭＥＭ

Ｓ装置を持たない中堅・中小・ベンチャー企業がＭＥＭＳの試作開発・製品開発を実施す

るうえで必要とされるプロセス条件確認を請け負う施設の整備が不十分であり、大学・研

究機関の原理確認試作の段階から産業化への移行を困難なものにしている。 
  これらをカバーするためのＭＥＭＳファウンドリ・サービスが望まれる。ＭＥＭＳパー

クコンソーシアムでは、民間ファウンドリとのネットワークを構築する他、中堅・中小企

業単独では負担困難な設計・試作開発設備を大学及び公設試験研究機関等との連携により

共有化し、中堅・中小・ベンチャー企業がアイディアを試作できるよう平成１８年度実施

に向け「設計・試作センター」の整備を図る。 
 

３）ＭＥＭＳ産業関連人材の育成 
   日本のＭＥＭＳ技術における体系的な人材育成スキームが十分に整備されているとは言

えず、ＭＥＭＳに参入している企業においても社内に十分なノウハウの蓄積がないなどの

問題を抱えている。こうした状況のなか、新規参入しようとする企業も含めＭＥＭＳ技術

に抵抗なく参入できる土壌を醸成するための「ＭＥＭＳ産業人材育成システム」の構築・

支援が不可欠となっている。 

   そのため、東北大学の協力のもと、MEMS に取り組む中堅・中小・ベンチャー企業の技

術者を企業内で中核的な役割を果たすことができるプロフェッショナルな人材として育成

することを目的として、企画、設計、試作、評価の実践的な知識及び技術的ノウハウを習

得させためのＭＥＭＳ人材育成事業を平成１８年度から実施する。 
 

４）ＭＥＭＳ関連情報の発信と共有化 
仙台、山形をはじめ東北各地にＭＥＭＳ関連技術のポテンシャルを持つ半導体・電子機

器の企業が存在するが、現在のところ、それほど多くの参画は得られていない。その中に

は、ＭＥＭＳの参入を検討しているものの、技術情報の不足と市場を十分に認識するに至

っていないため踏み切れない企業もいる。 
ＷＥＢサイト、メーリングリストの構築により関連情報を提供している他、特定分野に

絞ったセミナーを継続的に開催する。また、ＭＥＭＳ参入の可能性のある企業に対しコー

ディネータ等が直接訪問し、企業情報を収集し、ＭＥＭＳ産業に関する情報を提供及びア

ライアンスの仲介を実施する。 
 

こうしたハード・ソフトの一体となった機能を備えたＭＥＭＳ総合支援機能を東北地域が

集結させることが出来れば、ＭＥＭＳが抱える課題を一括的、効率的に解決出来るものと

考える。 
  以下に、ＭＥＭＳ総合支援拠点が持つべき機能を示す。 
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〈世界のMEMS技術・

情報発信拠点〉
・MEMS関連情報の発信

〈MEMS産業関連人材の

総合育成拠点〉
・製造産業人材育成事業

・スキルアップセミナー
・講習会「MEMS道場」等 各種研修会

〈〈多様な市場を対象とする
事業化~ビジネス~起業に
至るまでの総合支援〉〉

・起業・事業化支援（BI機能）

・クローズな研究開発の場の提供
・競争的資金の獲得支援
・マッチング支援
・市場展開プロデュース
・知的所有権アドバイス・支援

〈関連応用市場分野に至る技術・ビジネス
関係者の公式・非公式な人的交流拠点〉
・オープンな交流の場・オープンコラボレーション
・クローズな交流・開発

〈欧米亜のMEMS関連機関

との連携〉
・情報・技術の相互補完
・人材交流

〈中堅･中小ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業を対象とした技術開発〉
～製品ｱｲﾃﾞｨｱ具体化生産設計の為の設備と試作支援～

・公的な設計・試作開発センター機能
・技術相談
・共同研究のコーディネート、資金的補助

〈大学、国研究施設、地域公設研等と企業
との連携拠点・結節点〉

・学際融合、異業種交流

・アプリケーション分野ごとの交流、研究活動

〈MEMSの研究開発による

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾍﾞｰｽの構築〉
・関連技術の共有化
・情報データベース構築
・評価・試験

交流・連携交流・連携

の促進の促進

人材育成人材育成

技術・情報技術・情報
の蓄積の蓄積

技術開発技術開発
支援支援

総合ﾋﾞｼﾞﾈｽ総合ﾋﾞｼﾞﾈｽ

支援支援

情報発信情報発信

MEMS総合支援拠点の保有機能

※平成16年度｢MEMS産業クラスター形成戦略検討委員会資料」

   
 

ＭＥＭＳはラジカルなイノベーションをもたらす基盤技術であることから、裏を返せば、

既存の産業に対しては極めて破壊的な側面を有する。例えば、従来型のセンサ・デバイスは

そのシェアを奪われることも想定され、国内のアナログセンサやデバイス市場が海外先進企

業のＭＥＭＳ製品によって徐々に駆逐されていく可能性も示唆される。 

こうしたなか、東北産業のみならず、我が国の産業競争力の向上を図るためには、次世

代の産業基盤技術として期待されるＭＥＭＳ産業のイノベーション促進を図ることが重要

なカギとなる。 

その種がすでに東北地域で芽生えている。この芽を成長させることにより、ＭＥＭＳ技

術の研究開発、事業化が成功する確率を高める環境を整え、ひいては、世界に通じる日本

の次世代型製造産業の基盤強化へとつなげていくことが望まれる。 
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